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Ⅰ 学校法人湘南ふれあい学園の概要

■ 基本情報

名称 学校法人 湘南ふれあい学園

理事長 大屋敷 芙志枝

主たる事務所 住所 神奈川県横浜市戸塚区上品濃 16 番 48 号 
電話番号 045-828-4322 FAX 番号 045-828-4323
ホームページ http://www.fureai-g.ac.jp/ 

■ 建学の理念

「人を尊び、命を尊び、個を敬愛す」

その考えのもとに保健・医療・福祉・教育を担当しそして、社会へ奉仕する事をめざすもので

す。

  わたしたちは、すべての人々のしあわせに、今、役立ちたいと願っています。

1 やさしさと思いやりのある保健・医療・福祉・教育の実践 

2 生命
い の ち

を全うしていただくための知識・技術の習得

3 その人らしさと個別性を尊重し敬愛す 
わたしたちは、理念の実践者になります。

■ 教職員の行動基準

１ 使命

ふれあいグループの理念を基本として、地域の人々の幸せに役立つ保健・医療・福祉・教育を保

障するために、専門職的で倫理的な医療と教育を行なうべく最大限の努力を尽くす。

２ 地域社会への貢献

ふれあいグループの医療と教育機能を地域の医療・教育体系に連携し、効率的な地域サービスの

成果を挙げることに努める。

３ 研修と教育

教育者としての研修に励み、ふれあいグループとして提供できる医療教育水準の向上と後進の教

育に努める。

４ 記録と守秘義務

記録を完備し確実に管理するとともに、職務上知り得た個人の秘密は厳守する。

５ 管理運営

学生中心の教育の心構えを堅持し、ふれあいグループが地域社会に必須の医療並びに教育施設と

して存続できるよう、公正で合理的な管理運営に努める。 

■ 事業基本方針

１ 私たちは、PDC 活動により学校経営に全職員が参画し、さらなる発展を目指します。 
２ 私たちは、学生・園児に最適な教育サービスをタイムリーに提供します。

３ 私たちはやさしさ、思いやりと気配りのある態度で仕事をします。

■ 全教職員参加

１ PDC 活動の推進（部門・個人 PDC の精度向上） 
２ 安全管理体制の強化 (委員会活動の活性、規程類の再点検) 
３ FD・SD 活動、研修活動の推進 (授業内容、職務内容の改善による教育水準の向上) 
４ 業務改善運動の推進及び６Ｓ活動の実践

５ 業務遂行の効率アップによる時間外削減及び時間の有効活用、整理・整頓・清掃・清潔・し

つけ・作法の取り組み強化
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■ 法人及び設置校の沿革 
年 月 沿革 

平成 6 年（1994） 1 月 準学校法人 湘南ふれあい学園設置 
4 月 茅ヶ崎看護福祉専門学校創立 

平成 10 年（1998） 4 月 茅ヶ崎リハビリテーション専門学校創立 
平成 12 年（2000） 4 月 茅ヶ崎リハビリテーション専門学校社会福祉専攻科設置 
平成 13 年（2001） 1 月 学校法人横浜アカデミーより 2 幼稚園、2 専門学校、1 予備校を継承 

湘南ふれあい学園を準学校法人から学校法人へ変更 
平成 14 年（2002） 4 月 専門学校横浜外語ビジネスアカデミー日本語研修科設置 
平成 16 年（2004） 4 月 下田看護専門学校創立 

専門学校横浜外語ビジネスアカデミー美容学科・診療情報管理学科・臨床工学学科設置 
平成 17 年（2005） 4 月 専門学校横浜外語ビジネスアカデミーをふれあい横浜専門学校に校名変更 
平成 18 年（2006） 4 月 茅ヶ崎リハビリテーション専門学校社会福祉学科を精神社会福祉学科へ名称変更 

ふれあい横浜専門学校美容学科入学定員変更、総合電子専門学校学科再編（設置及び変

更） 
平成 20 年（2008） 4 月 茅ヶ崎リハビリテーション専門学校 理学療法学科入学定員変更 
平成 21 年（2009） 4 月 総合電子専門学校 学科再編（名称変更等） 
平成 22 年（2010） 4 月 茅ヶ崎看護福祉専門学校を茅ヶ崎看護専門学校に校名変更及び看護学科入学定員変更 
平成 23 年（2011） 4 月 ふれあい横浜専門学校 観光学科入学定員変更 

総合電子専門学校 研究科設置  
平成 24 年（2012） 4 月 茅ヶ崎ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ専門学校言語聴覚学科（2 年制）設置及び作業療法学科入学定員変更 

総合電子専門学校 医療マネジメント科設置及び情報デザイン科入学定員変更 
6 月 湘南医療大学（仮称）大学設立準備室設置 

平成 26 年（2014） 3 月 茅ヶ崎リハビリテーション専門学校 南湖校舎移転 
湘南医療大学（仮称）設置認可申請書提出 

4 月 学校法人湘南ふれあい学園本部事務所移転 
総合電子専門学校を医療ビジネス観光情報専門学校に校名変更及び学科再編 

10
月 

湘南医療大学 設置認可 
学校法人湘南ふれあい学園寄附行為変更認可 

平成 27 年（2015） 4 月 湘南医療大学開学 
学校法人湘南ふれあい学園本部事務所移転 

平成 28 年（2016） 3 月 茅ヶ崎リハビリテーション専門学校介護福祉士実務者研修設置 
平成 29 年（2017） 2 月 茅ヶ崎リハビリテーション専門学校介護福祉士実務者研修  

年間定員を 30 名→60 名に変更 
4 月 みどり幼稚園を幼保連携型認定こども園みどり幼稚園に改組 

平成 30 年（2018） 2 月 茅ヶ崎リハビリテーション専門学校介護福祉士実務者研修  
年間定員を 60 名→90 名に変更 

3 月 医療ビジネス観光情報専門学校 情報システム学科 廃科 工業専門課程 廃止 
4 月 湘南医療大学 臨床医学研究所  
7 月 医療ビジネス観光福祉専門学校 介護福祉学科設置及びこれに伴う校名変更認可 

11
月 

湘南医療大学 大学院（保健医療学研究科）設置認可及びこれに伴う学校法人湘南ふれ

あい学園寄附行為変更認可 
医療ビジネス観光福祉専門学校 介護福祉学科新課程設置に伴う学校法人湘南ふれあい

学園寄附行為変更認可 
2 月 湘南医療大学薬学部新設のための寄附活動のための寄附行為変更認可 

平成 31 年 
令和元年（2019） 

4 月 
 

湘南医療大学大学院保健医療学研究科設置 
湘南医療大学認定看護研修センターを看護実践教育センターに改称 
医療ビジネス観光福祉専門学校に校名変更 介護福祉学科、附帯教育事業 介護福祉士

実務者研修設置 
3 月 湘南医療大学薬学部医療薬学科設置申請 

湘南医療大学薬学部設置に伴う学校法人湘南ふれあい学園寄附行為変更認可申請 
令和 2 年（2020） 4 月 下田看護専門学校を湘南医療大学附属下田看護専門学校に名称変更 

10
月 

湘南医療大学薬学部医療薬学科設置認可 
湘南医療大学薬学部設置に伴う学校法人湘南ふれあい学園寄附行為変更認可 

令和 3 年（2021） 4 月 湘南医療大学薬学部設置 
湘南医療大学 看護実践教育センターを看護キャリア開発コアセンターに改称 
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8 月 湘南医療大学収容定員（保健医療学部看護学科入学定員 80→140 名）変更認可 
12
月 

湘南医療大学専攻科（公衆衛生看護学専攻 助産学専攻） 設置認可 

令和 4 年（2022） 4 月 湘南医療大学大学院高度実践看護師（がん看護）養成課程設置 
3 月 湘南医療大学大学院保健医療学研究科博士後期課程設置申請 

医療ビジネス観光福祉専門学校 介護福祉学科入学定員変更計画書提出（35→60 名） 
令和 5 年（2023） 4 月 湘南医療大学大学院高度実践看護師（感染看護学）養成課程設置 

6 月 湘南医療大学大学院保健医療学研究科博士後期課程設置申請（補正） 
9 月 湘南医療大学大学院保健医療学研究科博士後期課程設置認可 

医療ビジネス観光福祉専門学校 介護福祉学科入学定員変更申請書提出（35→60 名） 
3 月 医療ビジネス観光福祉専門学校 介護福祉学科入学定員変更認可（35→60 名） 

湘南医療大学別科介護福祉別科 介護福祉士学校 計画書提出 
令和 6 年（2024） 4 月 湘南医療大学大学院保健医療学研究科博士後期課程設置 

9 月 湘南医療大学別科介護福祉別科 介護福祉士学校 指定申請 
3 月 湘南医療大学別科介護福祉別科 介護福祉士学校 認可 

 
 
■設置する学校等の概要 
【設置する学校】（2024年 5月 1日現在） 

学校名 学部・学科・専攻等（入学定員） 開設年度 

湘南医療大学 
（東戸塚キャンパス） 
神奈川県横浜市戸塚区上品濃 16番 48号 
（薬学部キャンパス） 
神奈川県横浜市戸塚区上品濃 16番 10号 
（山手キャンパス） 
神奈川県横浜市中区山手町 27 

学長 大屋敷 芙志枝 

保健医療

学部 

看護学科（140） 

平成 27 年度 
（2015 年） 

リハビリテーション学科 
理学療法学専攻（40） 
リハビリテーション学科 
作業療法学専攻（40） 

薬学部 医療薬学科（130） 令和 3 年度 
（2021 年） 

大学院 
保健医療学研究科 修士課程（12） 平成 31 年度 

（2019 年） 
         博士後期課程

（3） 
令和 6 年度 
（2024 年） 

専攻科 公衆衛生看護学専攻（20）、 
助産学専攻（15） 

令和 4 年 
（2022 年） 

茅ヶ崎看護専門学校 
神奈川県茅ヶ崎市今宿 390番地 
学校長 今田 敏夫 

看護学科（80） 
平成 6 年度 
（1994 年） 

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校 
神奈川県茅ヶ崎市南湖 1丁目 6番 11号 
学校長 赤池 信 

理学療法学科（70） 

平成 10 年度 
（1998 年） 

作業療法学科（30） 

言語聴覚学科（35） 
付帯教育事業  社会福祉専攻科（80） 

湘南医療大学附属下田看護専門学校 
静岡県下田市柿崎 289番地 
学校長 大石 實 

看護学科（40） 平成 16 年度 
（2004 年） 

医療ビジネス観光福祉専門学校 
神奈川県相模原市南区上鶴間本町 3丁目 18番
27号 
学校長 石代 欣一郎 

医療ビジネス学科（40） 昭和 61 年度 
（1986 年） 観光学科（40） ※募集停止中 

介護福祉学科（60） 平成 31 年度 
（2019 年） 付帯教育事業 介護福祉士実務者研修（30） 

幼保連携型認定こども園みどり幼稚園 
神奈川県横浜市戸塚区汲沢 2丁目 26番 14号 
園長 入澤 登美子 

認定こども園（218） 平成 29 年度 
（2017 年） 
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【設置する学校等の在籍者数】（2024年 5月 1日現在） 
[湘南医療大学]

学部・学科・専攻
入学

定員

編入学

定員

収容

定員

入学

者数

2024 年度在籍者数 2024 年度 
卒業生1 年生 2 年生 3 年生 4 年生 

保健

医療

学部

看護学科 140 － 440 147 150 140 134 78 74 
リハビリテーション学科

（理学療法学専攻）
40 － 160 44 44 43 41 45 44 

リハビリテーション学科

（作業療法学専攻）
40 － 160 40 40 41 34 37 31 

薬学部 医療薬学科 130 － 390 61 65 81 54 27 

大学院
保健医療学研究科（修士） 12 － 24 9 9 6 5 

〃（博士後期課程） 3 － 3 6 6 

専攻科
公衆衛生看護学専攻 20 － 20 20 20 20 
助産学専攻 15 － 15 15 15 14 

【湘南医療大学 収容定員の充足率】

学部・

学科

平成 27年度 
（2015） 
開学年度 

平成 28年度 
（2016） 

平成 29年度 
（2017） 

平成 30年度 
（2018） 
完成年度

2019 年度 
大学院設置

2020 年度 2021 年度 
薬学部設置

2022 年度 2023 年度 2024 年度 

保健医療学部 1.16 1.08 1.08 1.05 1.05 1.01 1.02 0.99 0.98 1.00 
看護学科 1.25 1.11 1.11 1.06 1.04 1.01 0.99 0.98 0.99 1.00 
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科 1.08 1.05 1.04 1.03 1.07 1.02 1.05 0.99 0.97 1.01 
薬学部 0.26 0.38 0.46 0.43 
大学院 0.91 0.71 0.71 0.95 0.83 0.77 
専攻科 0.77 1.00 1.00 

[茅ヶ崎看護専門学校] 

学科 入学定員
収容

定員
入学者数

2024 年度在籍者数 2024 年度 
卒業生1 年生 2 年生 3 年生 

看護学科 80 240 68 69 73 71 65 

[茅ヶ崎リハビリテーション専門学校] 

学科 入学定員
収容

定員
入学者数

2024 年度在籍者数 2024 年度 

卒業生1 年生 2 年生 3 年生 4 年生 

理学療法学科 70 280 61 64 60 67 52 50 

作業療法学科 30 120 9 9 22 12 13 13 

言語聴覚学科 35 70 31 32 24 24 

社会福祉専攻科※1 80 160 36 36 62 47 

※1 社会福祉専攻科は 1 年 6 ヶ月の通信課程

[湘南医療大学附属下田看護専門学校] 

学科 入学定員
収容

定員
入学者数

2024 年度在籍者数 2024 年度 

卒業生1 年生 2 年生 3 年生 

看護学科 40 120 15 17 21 36 33 
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[医療ビジネス観光福祉専門学校] 

学科 入学定員 
収容 
定員 

入学者数 
2024 年度在籍者数 2024 年度 

卒業生 1 年生 2 年生 

医療ビジネス学科 40 80 20 20 13 13 

観光学科 40 40 － － 16 16 

介護福祉学科 60 95 53 53 18 18 

介護福祉士実務者研修※2 30 30 16 16  15 

                ※2 介護福祉士実務者研修は 6 ヶ月の通信課程（6 月 年 2回開講）  
 
[幼保連携型認定こども園みどり幼稚園] 

総定員 入園者数 
2024 年度在籍者数 2024 年度 

卒園生 1 歳児 2 歳児 年少 年中 年長 

218 57 8 10 55 65 59 59 

 
【法人役員・評議員及び理事会・評議員会の開催状況】 
１．役員・評議員の数（2025年 3月 31日現在） 

役員、評議員 定数 現員 
理事 6～8 6 
監事 2 2 
評議員 13～17 13 

 
２．役員の概要（理事 6 名、監事 2 名  2025年 3月 31日現在） 
 

役職 氏名 主な現職 就任年月日（重任日） 
理事長／常勤 大屋敷 芙志枝 湘南医療大学学長 

医療法人社団康心会理事長 1994 年 3 月 8 日 

理 事／非常勤 大屋敷 幸志 社会福祉法人麗寿会理事長 2006 年 6 月 24 日（2024 年 6 月 24 日） 

理 事／常勤 熊谷 幸男 湘南ふれあい学園事務局長 2001 年 6 月 24 日（2024 年 6 月 24 日） 

理 事／非常勤 小林 暢比古 神奈川県金属プレス工業会名誉会長 2021 年 1 月 1 日 

理 事／常勤 寺本 明 湘南医療大学副学長兼保健医療学部長 2020 年 6 月 24 日 

理 事／非常勤 有坂 健一 税理士 2016 年 6 月 24 日（2024 年 6 月 24 日） 

監 事／非常勤 金井 清吉 弁護士 2001 年 4 月 1 日（2024 年 6 月 24 日） 

監 事／非常勤 竹俣 耕一 公認会計士 税理士  2012 年 6 月 24 日（2024 年 6 月 24 日） 

 
３．評議員の概要（評議員 13 名  2025年 3月 31日現在） 
 

 氏名 主な現職 就任年月日（重任日） 

評議員／常勤 大屋敷 芙志枝 湘南医療大学学長 
医療法人社団康心会理事長 2002 年 7 月 4 日（2024 年 7 月 4 日） 

評議員／常勤 寺本 明 湘南医療大学副学長兼保健医療学部長 2018 年 4 月 1 日（2024 年 7 月 4 日） 

評議員／常勤 加藤 尚美 湘南医療大学 名誉教授 2019 年 6 月 1 日（2024 年 7 月 4 日） 

評議員／非常勤 赤池 信 
茅ヶ崎ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ専門学校 学校長 
兼 康心会汐見台病院 院長 2022 年 4 月 20 日（2024 年 7 月 4 日） 

評議員／常勤 入澤 登美子 幼保連携型認定こども園みどり幼稚園園長 2010 年 3 月 30 日（2024 年 7 月 4 日） 

評議員／常勤 加藤 修一 茅ヶ崎ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ専門学校副校長 2005 年 3 月 30 日（2024 年 7 月 4 日） 

評議員／常勤 小野川 敏子 湘南医療大学附属下田看護専門学校 副校長 2011 年 3 月 23 日（2024 年 7 月 4 日） 
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評議員／常勤 小林 勝一郎 湘南ふれあい学園学園本部 部長 2013 年 3 月 22 日（2020 年 7 月 4 日） 

評議員／常勤 山戸 真実 （株）ＦＭＣ 人事部職員 2018 年 4 月 1 日（2020 年 7 月 4 日） 

評議員／非常勤 有坂 健一 税理士 2016 年 6 月 24 日（2020 年 7 月 4 日） 

評議員／非常勤 今田 敏夫
茅ヶ崎看護専門学校 学校長

兼 湘南健康管理クリニック 院長
2019 年 8 月 1 日（2020 年 7 月 4 日） 

評議員／常勤 熊谷 幸男 湘南ふれあい学園事務局長 2001 年 4 月 10 日（2020 年 7 月 4 日） 

評議員／非常勤 大屋敷 幸志 社会福祉法人麗寿会理事長 2004 年 7 月 4 日（2020 年 7 月 4 日） 

４．2024年度 理事会・評議員会開催状況 

開催回数

理事会 6回 
評議員会 5回 

【設置する学校等の教職員数】

教職員数（2024年 5月 1日現在） 

学校名
教員

職員※3

専任※1 兼任※2

湘南医療大学 127 252 56 

茅ヶ崎看護専門学校 21 72 6 

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校 21 67 10 

湘南医療大学附属下田看護専門学校 9 37 3.8 

医療ビジネス観光福祉専門学校 14 15 4 

幼保連携型認定こども園みどり幼稚園 25.7 － 4.88 

学園本部（研修センター含む） 2 0 4 
※1 専任には、学長、学校長、非常勤契約者を含む ※2兼任教員は外部講師延べ数

※3 非常勤職員（守衛）、非常勤補助者の常勤換算数

教員内訳

[湘南医療大学] 

学部 学科・専攻
教授 准教授 講師 助教 助手 計

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

保健

医療

学部

看護学科 5 13 0 5 3 6 3 8 0 3 11 35 

リハビリテー

ション学科

理 学 療 法

学専攻
7 0 1 2 3 0 1 0 0 0 12 2 

作 業 療 法

学専攻
2 1 3 0 1 2 1 1 0 0 7 4 

薬学部 医療薬学科 16 3 6 4 6 1 4 2 0 0 32 10 
保健医療学研究科＊ 1 2 0 2 0 0 0 1 0 0 1 5 
専攻科 0 0 0 3 0 1 0 2 0 1 0 7 

計 31 19 10 16 13 10 9 14 0 4 63 63 
＊保健医療学研究科教員の保健医療学部兼担者は、学部に再掲しない。

  保健医療学部教員の保健医療学研究科兼担者は、研究科に再掲しない。

教職員の保有学位や業績については、以下のホームページ上に公開している。

https://sums.ac.jp/html/department/nursing_teacher.html 
https://sums.ac.jp/html/department/pt_teacher.html 
https://sums.ac.jp/html/department/ot_teacher.html 
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https://sums.ac.jp/html/department/pharmacy/teacher.html 
https://sums.ac.jp/html/graduate_school/teacher/ 
https://sums.ac.jp/html/advanced-courses/teacher.html 

Ⅱ 学校法人湘南ふれあい学園教育指針に関する報告

１ 教育力を高める活動

 教職員は、学生の学習力を引き出し、やる気を目覚めさせ、卒業目標（ＤＰ）にかなう人材育成

を行うと同時に、国家試験に合格する教育を実施してきました。

そのための取り組みとして、学生からの授業・実習評価アンケートの実施、ＧＰＡ評価、毎回の

授業ではリフレクションシートの活用などを行ってきました。また、各学部、学科において、年３

～４回のＦＤ研修が計画され、計画通りに実施されました。

湘南医療大学の卒業時アンケートは、別紙のとおり報告します。

教員の資質を高める活動

学園各校は、教育力を高めるため、また、教育・研究活動の到達度の確認・点検、実践力強化に

向けた指導方法改善などの発表やＷＧをする場として、「大学部会」「教育部会（専門学校）」「保育

部会（認定こども園）」において、２ヶ月に１回「全体研修会」、年に２回「医療教育研究会」を開

催した。２０２４年度の研修実績は以下のとおりです。

大学部会、教育部会、保育部会 2024年度 研修会プログラム

【大学部会】 

月 内容 発表者 

4.5 月 ふれあいグループのめざすもの 

《ＦD・SD研修①》 

①学部の理念・教育目標～教育職員（新任教員含む）に向けた学部教育～保健医療学部の教育

目的、教育方針及び研究のありかた

②５つの活動の実践（１）部門PDC（3月のC 4月のPD)

③５つの活動の実践（２）業務改善（課業表）・全体研修会・朝礼・6S活動

《ＦD研修②：休退学者の減少》学生が主体的に学べるための理解しやすい授業の工夫（模擬

授業等実践例）

《ＦD研修③：国家試験対策》国家試験結果と今年度の年間計画①国家試験結果から見えた課

題 不得意科目、躓きやすい科目への対応

《ＦD研修③：OSCE・CBT試験対策》Sプロジェクトの実行から OSCE・CBT試験合格に向けて

大屋敷芙志枝 

寺本 

小林 

田中、柴田、西野 

石川、大村、田島 

小林、坂上、三川 

湯本、石川

6 月 （看護学科・専攻科・コアセンター） 

医療的ケアが必要な重症心身障害児の就学時における父親の子育てプロセスと今後の展望 

大量飲酒により身体疾患を発症し総合病院を受診した患者への飲酒量低減に向けた看護師の簡

易介入プログラムの開発に関する研究 

こどもクリニックでのホームケア・育児支援を実施して 

ジレンマを抱きながら倫理調整を行ったがん専門看護師を目指す修了生の成長ー倫理調整の事

例検討会を通してー 

脱水症が高齢者の健康に及ぼす影響：スコーピングレビュー 

A都道府県がん診療連携拠点病院  相談支援センターにおける相談のパターン 

糖尿病をもつ成人期の人々の自己管理の実態 ー性役割意識に焦点をあててー 

多職種と共に在宅重症心身障害者と母親を支援するプログラムの開発 

小児期永久ストーマ保有患者の合併症による移行期支援の障壁―2事例の移行期支援から― 

妊婦を対象としたマインドフルネスの文献検討 

座圧測定併用シーティングが車椅子利用高齢者の圧再分配および日常生活に及ぼす影響：多施

設コホート研究 

新人看護職のメンタルヘルス支援プログラムの開発 

介護支援専門員が認識する協働的能力の特徴および構成要素の検討 

糖尿病性腎症患者の透析導入までの保存期間と自己管理及び自己管理に影響する要因との関連 

中小規模病院等の看護管理者支援の取組例から 

1967年のカリキュラム改正後の看護教育実践₋実習指導を行った看護職者の語りから‐ 

国内外における靴に関する教育の現状と課題 

看護チームで取り組む看護実践の構造―統合実習で複数受け持ちを体験した学生の学びから― 

宿泊型産後ケアにおける助産師のケアの質指標の開発  専門家会議による適切性の検証 

公衆衛生看護分野における健康危機の動向 

本間 

小野寺 

松島 

岡 

東村 

清水 

伊藤 

倉田 

伊藤 

山﨑 

田中 

片山 

小林 

渡部 

村嶋 

菊池 

佐々木 

三ツ井 

青島 

澤井 
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6 月 （看護学科・専攻科・コアセンター） 

妊娠初期の夫婦関係と妊娠初期ならびに妊娠中期の妊婦の胎児への愛着との関連 

腹部消化器外科術後切開創のサーモグラフィによる前向き観察研究 

外国人患者への対応に関する看護師向け教材の開発 

終末期がん患者の在宅看取りケアに関する多職種コーディネート・スキルの概念化 

救急・集中治療領域におけるCOVID-19患者の終末期の家族面会の実態および看護師・感染管理

者の意識調査 

新しい組織論を学んだ看護管理者の認識の変化 

患者・家族の意思決定能力に応じた意思決定支援－高齢がん患者の意思決定支援に関する多職

種研修の評価－ 

精神障害をもつ女性の妊娠・分娩・産褥期の主観的体験に関する文献検討 

看護ケアにおける尺度開発と活用のプロセス（２）ーがん患者の家族支援ケア実践評価尺度の

開発と活用例からー 

（リハビリテーション学科） 

急性期脳卒中患者における注意機能の行動観察評価とトイレ動作の関連 

シラバス論〜FDにおけるシラバスの課題と打開策の提言〜 

能動的歩行速度調整に伴う重心加速度と筋活動量の変化 

地域作業療法学の 主観的な学びの達成度調査 

精神疾患により休業する労働者の復職準備性に関連する日常生活活動の検討 

「パラスポーツ指導員」資格取得講義受講による学生の意識変化 

Evidence-Based Practiceに関連する作業療法士の基本属性および臨床・教育・研究の経験 

下部尿路障害を有する虚弱高齢者に対する理学療法の効果 

地域在住高齢者の下肢機能と心肺機能に対する在宅ステップトレーニングの効果 

CTによる腹部組織構成比の年齢的変化 

自覚的強度を指標とした非最大努力指示による筋力評価 

社会的行動障害の症状を有する脳損傷患者の家族介護者への包括的な支援プログラムの構築に

向けて 

理学療法学専攻における休退学について 

脳卒中運動麻痺に対する間葉系幹細胞投与後の集中リハビリテーション効果 

 

望月 

内藤 

ラウ 

本田 

山勢 

 

松月 

渡邉 

 

牛田 

川本 

 

 

宮内 

神保 

土田 

久保田 

杉村 

中尾 

増田 

櫻井 

森尾 

柴田 

大森 

鈴木 

 

坂上 

田邉 

6 月 ふれあいグループが目指すもの 

（看護学科・専攻科・コアセンター） 

「慢性疾患患者に対するアドバンス・ケア・プランニングの概念分析」についての文献検討 

本邦における月経に対する支援についての文献検討 

地域包括支援センター看護職が夫介護者を地域の水平的組織につなげる支援と夫介護者の変容

のプロセス 

若年性認知症者への就労支援における基礎的調査 

新人看護職のSOC（Sense of Coherence）に関する文献レビュー 

がん患者とその家族への看護相談の実践にリフレクションを取り入れた関わりの変化 

精神障がい者の恋愛・結婚に関するオンラインプログラムの開発と評価：ランダム化比較試験 

Caring partnership with nurse and HEC praxis 

集中治療室における新人看護師が経験する困難と支援 

『わが国の感染症看護専門看護師および感染管理認定看護師の地域における感染対策活動とそ

のネットワークに関する文献検討』 

COVID-19拡大に伴う自粛生活による1型糖尿病患者の心身への影響 

コロナ発生後における地域活動への参加交流に対する都市在住高齢者の意識＜第1報＞ 

看護職の心理的安全性と組織に関する文献レビュー 

HPVワクチン接種後有害事象発現者が、新型コロナワクチン接種を受ける際に必要な支援 

『一般不妊治療を受けている女性の思い』の文献レビュー 

地域包括支援センター保健師に関する研究の動向 

救急・集中治療領域におけるDNAR方針患者・家族への関わりについての文献検討 

村松志保子氏の助産師活動・教育における文献検討 

看護大学生の自己調整学習に関する文献レビュー 

訪問看護師が行う判断に関する文献レビュー 

訪問看護師に対しての研修内容に関する文献検討 

コロナ禍における臨地実習の変容がもたらした影響 

子育て世代包括支援センターにおける連携に関する文献検討 

更年期女性の更年期症状への関連因子についての横断研究 

 

〈保健医療学部リハビリテーション学科〉 

神経解剖学と脳画像評価に対するセラピストの意識調査 

「フォトボイス」の手法による脳卒中障害者の働く場における探索的ニーズ調査 

人工炭酸温水による足浴が下肢筋力向上と転倒予防への可能性について 

地域防災拠点における災害時要配慮者の受け入れに関する調査 

新生児の自発運動の計量化と動きの関連 

脳卒中後うつ病者のリハビリテーションの捉え方について―脳卒中罹患者を対象とした質的調

査― 

筋痛性脳脊髄炎/慢性疲労症候群当事者による作業の選択・継続に影響を与える要因―複線経

路・等至性モデリング（TEM）を用いた質的記述的研究― 

10年間の地域健康増進活動と今後の課題 

 

大屋敷芙志枝 

 

関谷 

野井 

髙橋 

 

佐々木 

渡部 

三堀 

日下 

倉橋 

松永 

野口 

 

陶山 

塚原 

栗原 

松尾 

黒川 

大高 

坂口 

是永 

黒田 

市川 

石橋 

櫻井 

山崎 

今野 

 

 

大村 

西野 

中村 

下田 

斉藤 

三川 

 

田島 

 

鶴見 
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（薬学部） 

NDBオープンデータを用いた抗てんかん薬の処方動向の検討 

パニツムマブ由来のざ瘡様皮疹に対する 非ステロイド性抗炎症内服薬による予防効果 

片頭痛の慢性化における性差メカニズム 

オピオイドnaiveのがん疼痛患者におけると低用量フェンタニルパッチと経口オキシコドン徐

放製剤の効果および副作用の比較

せん妄にの薬物療法に関する臨床的取り組み

セロトニン誘導体誘発幻覚作用の測定法開発に関する研究

副鼻腔真菌症の病型別原因菌の分子生物学的解析

COVID-19と「空気感染」の再考

「ダメ。ゼッタイ。」普及活動と医療用麻薬

非PEG化G-CSF製剤からPEG化G-CSFボディポットへの切り替え経験

大規模副作用データベースを用いた薬剤性吃逆におけるリスク因子の検討

EGFR-TKIによる副作用発現機構の解明

医療機関・薬局連携ツールに関する研究 ―トレーシングレポートを活用した地域連携－

緊急避妊薬に関する消費者の情報ニーズおよび「性と生殖に関する健康と権利」に関する意識

調査

がん患者と家族に対する保険薬局薬剤師と病院看護師の 連携による支援モデルの開発

二次元培養細胞を用いた皮膚修復機能の検討

医療コミュニケーション教育のカリキュラム構築と評価

がん薬物療法におけるペグ化G-CSF製剤の投与日の検討

薬物乱用防止「ダメ。ゼッタイ。」普及運動と医療用麻薬の印象理解に関する探索的調査研究-

年代別検討-

浦 

田中 

池上 

国分 

佐藤 

舩田 

若山 

古屋 

鈴木 

尾関 

細谷 

小野塚 

竹内 

寺島 

鳥越 

佐野 

湯本 

加藤 

加賀谷 

7.8 月 ふれあいグループが目指すもの 

（看護学科・専攻科・コアセンター） 

「慢性疾患患者に対するアドバンス・ケア・プランニングの概念分析」についての文献検討 

本邦における月経に対する支援についての文献検討 

地域包括支援センター看護職が夫介護者を地域の水平的組織につなげる支援と夫介護者の変容

のプロセス 

若年性認知症者への就労支援における基礎的調査 

新人看護職のSOC（Sense of Coherence）に関する文献レビュー 

がん患者とその家族への看護相談の実践にリフレクションを取り入れた関わりの変化 

精神障がい者の恋愛・結婚に関するオンラインプログラムの開発と評価：ランダム化比較試験 

Caring partnership with nurse and HEC praxis 

集中治療室における新人看護師が経験する困難と支援 

『わが国の感染症看護専門看護師および感染管理認定看護師の地域における感染対策活動とそ

のネットワークに関する文献検討』 

COVID-19拡大に伴う自粛生活による1型糖尿病患者の心身への影響 

コロナ発生後における地域活動への参加交流に対する都市在住高齢者の意識＜第1報＞

看護職の心理的安全性と組織に関する文献レビュー

HPVワクチン接種後有害事象発現者が、新型コロナワクチン接種を受ける際に必要な支援

『一般不妊治療を受けている女性の思い』の文献レビュー

地域包括支援センター保健師に関する研究の動向

救急・集中治療領域におけるDNAR方針患者・家族への関わりについての文献検討

村松志保子氏の助産師活動・教育における文献検討

看護大学生の自己調整学習に関する文献レビュー

訪問看護師が行う判断に関する文献レビュー

訪問看護師に対しての研修内容に関する文献検討

コロナ禍における臨地実習の変容がもたらした影響

子育て世代包括支援センターにおける連携に関する文献検討

更年期女性の更年期症状への関連因子についての横断研究

〈保健医療学部リハビリテーション学科〉 

神経解剖学と脳画像評価に対するセラピストの意識調査 

「フォトボイス」の手法による脳卒中障害者の働く場における探索的ニーズ調査 

人工炭酸温水による足浴が下肢筋力向上と転倒予防への可能性について 

地域防災拠点における災害時要配慮者の受け入れに関する調査 

新生児の自発運動の計量化と動きの関連 

脳卒中後うつ病者のリハビリテーションの捉え方について―脳卒中罹患者を対象とした質的調

査― 

筋痛性脳脊髄炎/慢性疲労症候群当事者による作業の選択・継続に影響を与える要因―複線経

路・等至性モデリング（TEM）を用いた質的記述的研究― 

10年間の地域健康増進活動と今後の課題 

大屋敷芙志枝 

関谷 

野井 

髙橋 

佐々木 

渡部 

三堀 

日下 

倉橋 

松永 

野口 

陶山 

塚原 

栗原 

松尾 

黒川 

大高 

坂口 

是永 

黒田 

市川 

石橋 

櫻井 

山崎 

今野 

大村 

西野 

中村 

下田 

斉藤 

三川 

田島 

鶴見 
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7.8 月 〈薬学部〉 

横浜市の下水処理施設近傍の水域を対象とした薬剤耐性菌の存在実態 

放線菌株単離の条件検討 

新規膵がん治療薬開発を目的としたインディルビン －亜鉛錯体の創製 

γSクリスタリンにおけるアスパラギン残基の脱アミド化による凝集促進 

真菌代謝産物からの抗血小板活性物質の探索 

天然由来有用化合物の供給に関する研究 

神奈川県での飲酒の頻度・量と肝機能の相関解析 

AS-MSによるRAD52阻害剤探索のための条件検討 

新規エストロゲン受容体アンタゴニストの創製 

タンパク質中に生成したスクシンイミド中間体のラセミ化：リン酸水素イオンによる触媒作用

の可能性の計算化学的検討

不斉エナミノンの反応性に関する研究

酸化ストレスタンパク質の疾患バイオマーカーとしての可能性

薬学教育における実習教材としてのメダカの有用性

Trichosporon asahii の病原因子の探索

ATL特異的増加タンパク質をコードする遺伝子の増幅

ジョン・リリー（1554-1606）『ミダス』について

肝臓における脂質代謝系の性差解析

ヒト皮膚ケラチノサイトにおけるプロテアーゼ活性化受容体を介したサイトカイン応答

ゲンタマイシンによる骨芽細胞の細胞毒性に対するIGF-1の回復効果

神経ペプチドPACAPによる神経突起の伸長機構について

関節リウマチ患者における薬の使用上の課題

曾川 

江川 

市丸 

加藤（紘） 

中楯 

片川 

加藤（英） 

石川 

栗原 

高橋 

東山 

須藤 

殿山 

市川 

石田 

須田 

山崎 

石橋 

木村 

塩田 

定本 

9.10 月 ふれあいグループのめざすもの

≪グループ5つの活動：部門PDC(7月PDC)≫
１. 看護学科 、２.リハビリ学科（PT学専攻）、３.リハビリ学科（OT学専攻）、４.薬学部

≪グループ5つの活動：業務改善≫

１． 課業表作成の意義、２．業務改善計画を達成するには正しい課業表が必要、３．現在の大

学の提出状況(全員提出）

人事部より

≪FD/SD研修：重点目標（IR部門の強化）≫ 
休退学者の減少、入学定員確保、国試対策等の改善に取り組むため情報収集～どのようなデー

タを収集し、課題解決するのか。データの整理の仕方や活用方法を他大学の事例を踏まえた研

修～

《ＦD研修：重点項目（研究活動）》 
研究活動における不正行為の防止について～研究不正防止に向けて、競争的研究費の応募制限

措置の考え方について説明する。～

《SD研修：今年の学生募集活動》 
１．今年の学生募集活動と経過、２．高大連携活動の状況

大屋敷芙志枝

倉田、中村、神保、 

木村

秋田、渡辺

人事部

石岡

寺本

土佐

11.12 月 ふれあいグループのめざすもの

≪グループ5つの活動：部門PDC(10月PDC)≫
１.看護学科(東戸塚C）、２.看護学科（山手C)、３.リハビリ学科（PT学専攻）、４.リハビリ学科

（OT学専攻） 

≪グループ5つの活動：業務改善≫

人事部より

《ＦD研修：重点項目（私立大学改革総合支援事業） 
（授業評価等の結果を生かした授業改善、教育活動改善への活用）》学生が理解しやすい授業を

行うためには(好事例発表） 

《ＦD研修：経常費補助金・ICT活用技術の向上》 ICT・セキュリティ教育 

《ＦD/ＳＤ研修：重点項目（経常経費補助金事業項目）》 
障害のある学生への支援、障害のある人への合理的配慮の提供義務化に対する対応について

大屋敷芙志枝

倉田、三ツ井、中

村、神保

渡辺

人事部

野口、小林(和) 

石岡

田邊

2 月 第21回医療・教育研究会 

（看護学科・専攻科・コアセンター） 

看護学生が臨地実習において「患者の立場に立つ」に関連する文献検討

医療的ケア児を地域で支えるための看看連携のパンフレットの作成

コロナ禍の学内での分娩介助実習における助産学専攻科学生の学習目標+到達状況の自己評価

と学び

本学における認知症看護認定看護師養成とその後の活動支援

運動介入が物質関連障害者の自尊感情や自己効力感を高める効果に関する文献検討

災害時用ストーマ装具の備蓄ができない理由に一時的ストーマと永久的ストーマで違いはある

のか：質的研究

黒田

倉田

望月

牛田

小野寺

内藤

塚原

伊藤
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コロナ禍を経た地域活動の参加に対する都市在住高齢男性の意識

退院後のセルフモニタリングを用いたアプローチによる行動変容過程

市販薬乱用予防に関する国外文献レビュー

産後ケア施設に勤務する助産師のケアに対する認識

若者の出産観についての文献検討

女子大学生の足と靴の実態調査

新任期の民生委員・児童委員が地域における見守り活動で感じる困難と対処状況

腹膜透析関連感染症予防のために看 護師が患者・家族へ指導すべき項目 に関する研究 ―デル

ファイ法を用 いた検討―

中途採用者を活かす組織づくり

NICU・GCU に入院している乳児の泣きに対する看護師の捉え方

コロナ禍における臨床実習を補完する教育方略の効果

タウリンと高齢者の健康に関する文 献レビュー

多職種による高齢がん患者の意思 決定支援 (意思の推定)研修会の評価ー意思決定支援の取り

組みと今後の課題認識の質的分析ー

日本における IDDM と摂食障害を併発した患者の文献レビュー

Experiences of Difficulty in Hematopoietic Cell Transplant N u r s e s ： A Q u a l i

t a t i v e Systematic Review Protocol

シミュレーション教育のリアリティさから学生が学ぶもの

就学前の子どもを育てる 35 歳以上 の母親の心身の不調に影響する要因 ～育児ストレスと月

経状態の影響～

筋萎縮性側索硬化症療養者の呼吸療法の意思決定を支える訪問看護師の支援の質的研究につい

ての文献検討

地域特性が異なる大学に通う看護学生の防災意識及び防災行動の比較検討

介護予防における地域包括支援センター保健師の地域活動の視点 ～地域の課題を捉える視点

に焦点をあてて～

座圧測定併用シーティングが車いす利用高齢者の圧再分配及び日常生活に及ぼす影響：多施設

コホート研究

（リハビリテーション学科）

車椅子座位上肢機能検査（Wheel Chair Seating Arm Function Test,WS-AFT）短縮版の開発

診療参加型の作業療法臨床実習におけるリフレクション・シート使用の有用性と課題：実習生

フォーカスグループによる質的研究

John Dewey の習慣論からみる習慣性質の二重性

介護老人保健施設入所者における食堂の座席での反復起立テストと日常歩行，バランス機能，

歩行耐久性の関係

足浴による高齢者のバランス能力の変化

令和 6 年能登半島地震災害支援活動報告

脳卒中後うつ病経験者の回復要因 —トピックモデルを用いた解析—

運動と認知症予防とその可能性

介護予防運動プログラムが要介護発生リスクに及ぼす影響：10 年間の観察研究

介護老人福祉施設における高齢者と伴侶動物の共生のための動物（犬・猫）への支援方法―質

的データ分析手法 SCATを通して―

介護職員への行動論に基づく移乗介助指導プログラムの効果と脱衣介助指導への般化に関する

研究

理学療法士界のキャリアアップシステムとその課題

（薬学部） 

横浜市の水域を対象とした薬剤耐性菌の実態調査 

核内受容体に作用する天然由来化合物の探索研究 

光増感構造としてアントラセンを有する金属配位子の DNA光切断活性 

ヘキソースにおけるシッフ塩基形成の反応機構解析

Aspergillus udagawae IFM54302株が生産する抗血小板物質に関する研究

ショーガオールと誘導体の合成

公衆衛生学研究：コロナ禍のストレスとメンタルヘルスに関するデータ解析

インフルエンザウィルスの金属酵素 RNA ポリメラーゼを阻害するジケト酸誘導体のドラッグデ

ザイン

定量的構造活性相関（QSAR）による危険ドラッグのインシリコ活性予測

リン酸水素イオンが触媒として働くスクシンイミド残基立体反転の計算化学的研究：非対称

SE1 機構

不斉 enaminone の反応性に関する研究

閉塞性睡眠時無呼吸症候群における 酸化ストレスタンパク質の解析

百日咳菌が分泌する低分子量物質とその意義

小型魚類メダカを用いた生物学実習プログラムの構築

微生物学実習の学修への効果 2024

成人 T細胞白血病／リンパ腫 (ATL) のプロテオーム解析：ウイルス因子 Tax との相関

John Lyly の劇作品の歴史的背景

Liver X receptor（LXR）のサブタイプによる動態の違いについての解析

ヒトケラチノサイトの TSLP 産生における Protease-activated receptor-2 および Toll-like

receptor-4 の生理的役割

Protective effect of teriparatide against vancomycin-induced cytotoxicity in

渡部

青島

黒革

佐々木

山﨑

渡部

栗原

山﨑

櫻井

東村

岡 

陶山 

倉橋 

松島 

野井 

関谷 

松永 

大高 

田中 

岡本 

神保 

西野 

大村 

中村 

下田 

三川 

斉藤 

山田 

田島 

小林 

鶴見 

曾川 

江川 

市丸 

加藤（鉱） 

中楯 

片川 

加藤（英） 

石川 

栗原 

高橋 

東山 

須藤 

小田中 

殿山 

市川 

石田 

須田 

山崎 

石橋 

木村 
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osteoblasts 

神経ペプチド PACAP による角膜上皮の再生機構について 

医薬品使用の評価と使用性向上の対応 

塩田 

定本

3 月 ふれあいグループのめざすもの 

5つの活動①【SD】PDC 12月 C（結果分析・評価） 1月 PD（目標・行動） 

今年度の重点目標①【FD】学修成果等の可視化 ディプロマサプリメントの導入に向けて 

今年度の重点目標④【SD】入学定員の確保 現在までの募集活動・入試の分析と評価 2025年

度の募集計画方針（高校訪問重点校・OC の開催など） 

今年度の重点目標⑥FD・SD 研修の充実(5つの活動）（６S 活動） 

今年度の重点目標⑦【FD】３つのポリシーを踏まえた点検・評価 看護学科の３つのポリシー

を踏まえた教育活動の点検・評価と改善点 

今年度の重点目標⑦【FD】認証評価への取組 リハビリテーション教育評価機構受審：結果と

今後の改善点 

今年度の重点目標⑨【FD】キャリア支援と地域社会への貢献(1)（就職指導状況の報告） 

今年度の重点目標⑨【FD】キャリア支援と地域社会への貢献(2)（公開講座） 

【FD】学生相談 （ハラスメントのない快適なキャンパスの実現） 

大屋敷芙志枝

倉田、伊藤 

櫻井、神保 

山勢 

小林、鶴見 

黒田、宮内 

川本 

坂上 

渡邉、森尾 

田中、田邉 

寺本 

【教育部会】

月 内容 発表者

4.5 月 ふれあいグループが目指すもの 大屋敷芙志枝

看護校

今年度に徹底すること 学修目標を達成するための授業計画立案の重要性 その１

部門 PDC 事務課の取り組み 
本年度事業計画について 重点計画と目指す教育について

学生募集 ２０２３年度の学生募集の振り返り

国試対策 昨年度の反省及び今年度の計画

模擬授業 学生が不得意な看護過程

秋田

矢崎

矢崎

町田

小泉

高橋

リハ校

FD・SD 研修①茅ヶ崎リハビリテーション専門学校が目指す教育 理念・教育目標に

ついて

５つの活動の実践① 部門 PDC

５つの活動の実践② 業務改善・全体研修会・朝礼・６S 活動 
FD 研修② 休退学者の減少 確認テストや補講などの取り組みと成果 
FD 研修③ 国家試験対策 結果と今年度の年間計画 

加藤

岡崎、髙橋、

岩淵

藤田

古谷

岡崎、髙橋、

岩淵

下田校

FD・SD 研修① 看護学科の教育目的、教育方針のありかた 
５つの活動の実践① 部門 PDC   
５つの活動の実践② 業務改善・全体研修会・朝礼・６S 活動 
FD 研修② 休退学者の減少 学生が主体的に学べるための理解しやすい授業の工夫 
FD 研修③ 国家試験対策 今年度の試験対策 

小野川

竹村、柳

柳

田中

柳

医ビ校

FD・SD 研修① 学習目標を達成するための授業計画立案の重要性 
５つの活動の実践① 部門 PDC   
５つの活動の実践② 業務改善・全体研修会・朝礼・６S 活動 
SD 研修① 学生募集活動 ２０２５年度広報戦略 
FD 研修② 休退学者の減少 学生主体で学ぶための理解しやすい授業の工夫 
FD 研修③ 国家試験対策 昨年度の反省と今年度の計画 

武石

遠藤

柴田

三井

川脇

上條

6 月 募集定員充足にむけた事務課 PDC の効果的な運用 
２０２３年度の学生募集の振り返り

理学療法学科の部門 PDC の年間計画 
入試業務の効率化

課業表の作成方法と注意点について

超過勤務の変遷とコミュニケーションツールについて

専門学校における多職種連携学習会の効果と課題

小児看護学実習の現状

「生活機能学」における異学年交流による効果

学生の雇用可能性とキャリア開発の影響について

国家試験対策について

合理的配慮が必要な学生への支援

臨床判断能力を培うための２年目の取り組み

授業におけるグループ討議の有効性の検討

柴田

町田

岡崎

柳

矢崎

藤田

内記

竹村

増田

松井

上條

村中

監物

杉山

ふれあいグループが目指すもの 大屋敷芙志枝
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7.8 月 

看護校

FD・SD 研修①今年度に徹底すること 学修目標を達成するための授業計画立案の重

要性 その２

５つの活動の実践（１） 部門 PDC 学生募集を中心とした部門 PDC   
５つの活動の実践（２） 業務改善（課業表）・全体研修会・朝礼・６S 活動報告 
FD 研修②休退学者の減少 退学に至る学生の分析―今後の教育にむけて― 
FD 研修③模擬授業「看護研究」－学生へ教授しているケースレポートの書き方につ

いて－

秋田

矢崎

相川

増田

城戸

リハ校

FD・SD 研修①２０２３年度自己点検評価の結果報告 
５つの活動の実践（１） 部門 PDC 学生募集を中心とした部門 PDC

５つの活動の実践（２） 業務改善（課業表）・全体研修会・朝礼・６S 活動報告 
FD 研修②休退学者の減少 定期試験と評価について 
FD 研修③模擬授業 手のかかる学生への学修支援をさぐる 

古谷

久保田、岡

崎、岩淵

藤田

古谷

神保

下田校

FD・SD 研修① 教職員に向けた教育 夏休みに備えた対策 
５つの活動の実践（１） 部門 PDC  
医療・教育研究会発表 1/4 
FD 研修②模擬授業 学生が主体的に学べるための理解しやすい授業の工夫 
FD 研修③国家試験対策 今年度の試験対策 必修対策の結果 

小野川

柳

DVD 
高橋

柳

医ビ校

FD・SD 研修① 教育目標の実践と点検 
５つの活動の実践（１） 部門 PDC  
５つの活動の実践（２） 業務改善（課業表）・全体研修会・朝礼・６S 活動報告 
FD 研修②休退学者の減少 学生が主体的に学ぶための理解しやすい授業の工夫 
FD 研修③外国人留学生の効果的な学習指導を探る 

本間

三井

穐山

高松

小堀

9.10 月 ふれあいグループが目指すもの 大屋敷芙志枝

看護校

５つの活動の実践（１） 部門 PDC 看護学科、事務課

５つの活動の実践（２） 課業表、業務改善計画達成のために

人事部より

休退学防止 ２０２４年度（２０２５年度入学者）における入学前教育

学力向上策 学修目標を達成するための授業計画立案の重要性

増田、板橋、

矢崎

渡辺

人事部

増田

秋田

リハ校

５つの活動の実践（１） 部門 PDC

５つの活動の実践（２） 課業表、業務改善計画達成のために

人事部より

休退学防止 

学力向上策 手のかかる学生への学修支援をさぐる

岡崎、髙橋、

岩淵

渡辺

人事部

高橋

山﨑

下田校

５つの活動の実践（１） 部門 PDC   看護学科、事務課 
５つの活動の実践（２） 課業表、業務改善計画達成のために

人事部より

休退学防止 

学力向上策 

医療・教育研究会発表 2/4 

竹村、柳

渡辺

人事部

柳

高橋

DVD 

医ビ校

５つの活動の実践（１） 部門 PDC
５つの活動の実践（２） 課業表、業務改善計画達成のために

人事部より

国試対策について

学力向上策 教育目標の実践・点検

武石、藤田

渡辺

人事部

上條

遠藤

11.12 月 ふれあいグループが目指すもの 大屋敷芙志枝

看護校

５つの活動の実践（１） 部門 PDC   看護学科、事務課 
５つの活動の実践（２） 業務改善

人事部より

学生募集 学生募集状況と活動報告

学力向上策 学修目標を達成するための授業計画立案の重要性

増田、矢崎

渡辺

人事部

町田

秋田

リハ校

５つの活動の実践（１） 部門 PDC

５つの活動の実践（２） 業務改善

人事部より

休退学

学力向上策 手のかかる学生への学修支援をさぐる

岡崎、髙橋、

岩淵、藤原

渡辺

人事部

古谷

杉山

下田校

５つの活動の実践（１） 部門 PDC
５つの活動の実践（２） 業務改善

人事部より

医療・教育研究会発表 3/4 
国家試験対策

学力向上策 わかりやすい授業の取り組み

竹村、柳

渡辺

人事部

DVD 
柳

齋藤
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医ビ校

５つの活動の実践（１） 業務改善

人事部より

部門 PDC 学生募集 
国家試験対策 検定試験対策 ADDIEモデルの活用 
５つの活動の実践（２） ６S 活動 
学力向上策 手のかかる学生への学修支援

渡辺

人事部

藤田

矢﨑

津田

川村

2 月 第 21回ふれあいグループ医療教育研究会 
看護学生が「疾病治療学Ⅱ」を学ぶ意図を踏まえた成績向上に向けた学習支援

退学防止に向けた支援の実際

看護基礎教育における看護学実習評価の在り方

看護基礎教育における模擬患者（SP）演習の効果 
看護師を目指す動機付けを強める「立志の誓い」の意義

学生が行うオープンキャンパスの意義

小児看護学実習の現状と課題

カリキュラム改正に伴う母性看護学実習の現状と課題

業務改善を視野に入れた定時退社に向けた組織的な取り組み

看護専門学校における多職種連携学習会の課題

看護教員による「多職種連携」の必要性を理解する講義の実際

老年看護学実習を経験した後に老年看護学方法論を行うことによる高齢者看護の具現化に向けた試

み

新カリキュラム改正後の第１回看護師国家試験受験にむけた学習支援

隙間通過行動における平行棒知覚に寄与する感覚情報の検討

精神障害領域の授業の紹介 学生に貢献するための授業

重篤な失語症の臨床

学生の雇用可能性とキャリア開発の影響について

学生の生活習慣マネージメントに関する取り組み

ヒアリングフレイル

日本学生支援機構の報告による合理的配慮事例

休退学の現状と今後の休退学防止策について

二極化する学生の学びに対する補講の検討

手のかかる学生の学習支援をさぐる

学生の認知特性に合わせた授業～本田４０式認知特性テストを用いて～

前倒し試験が試験成績に与える影響

小テスト、確認テストと定期試験結果の関係性

臨床実習での学生・指導者間ミスマッチの早期検出における問題点

国家試験対策データを使用した面談の有効性の検討

教材の違いによる学習効果

国家試験対策補修 基礎医学３科目パッケージ学習の試み

社会福祉専攻科の国家試験対策

理学療法学教育の課題・問題点

休退学防止に関する取り組み

支援を必要とする学生に対する指導法

Manaba による小テストの実施について 
手のかかる学生と保護者への対応と信頼関係について

アクティブラーニング～深く考える習慣を身に付けるための PBL型授業

介護事務を教えるにあたって

介護福祉士国家試験対策について

現場経験をもとに伝える介護教育

実習効果向上のための実習指導者と養成校の連携について

留学生に伝わる話し方の一考察

国際時代のマナーについて

生成 AI の社会での利活用の現状

川北

高橋

秋田

城戸

山口

相川

石井

及川

板橋

内記

増田

古川

小泉

米山

高橋

岩淵

松井

神保

遠藤

村中

古谷

合田

山﨑

村越

櫻井

佐々木

五十嵐

杉山

岡崎

山根

扇谷

三和

武石

高松

津田

川村

矢崎

本間

上條

美濃口

天野

小堀

川脇

遠藤

1.3 月 ふれあいグループが目指すもの 大屋敷芙志枝

看護校

５つの活動の実践（１） 部門 PDC  事務課 
５つの活動の実践（２） 業務改善

人事部より

国試対策 モチベーションを考えた国試対策

休退学させない授業工夫 学生のレディネスに合わせた授業展開を目指して

矢崎

渡辺

人事部

小泉

増田

リハ校

５つの活動の実践（１） 部門 PDC

５つの活動の実践（２） 業務改善

人事部より

国試対策 

休退学させない授業工夫 

岡崎、髙橋、

岩淵、藤原

渡辺

人事部

杉山

高橋

下田校

５つの活動の実践（１） 部門 PDC
５つの活動の実践（２） 業務改善

人事部より

国試対策 

休退学させない授業工夫 

竹村、柳

渡辺

人事部

柳

三枝
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医ビ校

５つの活動の実践（１） 部門 PDC
５つの活動の実践（２） 業務改善

人事部より

国試対策 

休退学させない授業工夫 

藤田、遠藤

渡辺

人事部

武石

美濃口

【保育部会】 

月 内容 発表者 

4.5 月 ふれあいグループが目指すもの

幼児教育研修 業務改善

幼児教育研修 6S 活動 
保育研修 園で取り組むべき児童虐待

保育研修 災害時・不審者対応について

保育研修 環境整備と衛生管理

保育研修 各クラスの園児対応について（保育園児）

保育研修 各クラスの園児対応について（幼稚園児）

大屋敷芙志枝

教職員

教職員

教職員

教職員

6 月 2024 年度専門部会別研修会 
安全管理対策 「食事中の誤嚥防止の取り組み」

安全管理対策 「午睡中の保育者の関わり方」

安全管理対策 「保育活動中の事故防止対策を考える」

安全管理対策 「園外保育や散歩時の事故防止対策」

安全管理対策 「食物アレルギー対応について検証する」

安全管理対策 「感染症対策について取り組みや問題点を検証する」

安全管理対策 「危機管理マニュアルの検証」

安全管理対策 「園内環境の危機管理について」

チーム医療 「園医との関わり方や連携の実態を知り、課題を見つけ検証する」

部門 PDC 「部門 PDCを年間計画に取り組み、目標達成できるよう検証していく」 
個人 PDC 「日々の業務を個人 PDC に落とし込み達成できているか検証する」 
業務改善 「課業表や職務配分表を見直し勤務時間内に業務が終了しているか」

業務改善 「勤務時間内に業務を終了する為の業務改善」

6S 活動 「６S 活動の取り組みを検証する」 
専門職としてのレベルアップ「戸塚支部研修に参加して学んだことについて」

実習生受入 「実習から学んだこと」

教員 

教員 

教員 

教員 

教員 

教員 

教員 

教員 

教員 

教員 

教員 

教員 

教員 

教員 

教員 

教員 

教員

7.8 月 ふれあいグループが目指すもの

保育研修 業務改善

保育研修 ６Ｓ活動

保育研修 事故予測への取り組みに対する改善

保育研修 事故防止対策

保育研修 乳幼児突然死症候群への対応策と子育て環境

保育研修 救命処置の流れと心肺蘇生・AED の使い方 
幼児教育研修 口の仕組みと働き

幼児教育研修 生命・いのちの安全教育

大屋敷芙志枝

教職員

教職員

9.10 月 ふれあいグループが目指すもの

保育研修 個人 PDC 
保育研修 業務改善

保育研修 災害時・不審者対応について

保育研修 災害時の対策

保育研修 子ども中心の保育とその実践例

保育研修 行事等の活動の様子

保育研修 行事を通しての関わり方とこどもの様子

保育研修 子どもが楽しく取り組める保育の工夫

保育研修 子ども主体の保育生活について

大屋敷芙志枝 

11.12 月 ふれあいグループが目指すもの

保育研修 危機管理対策（園内でのヒヤリハットについて検証する）

保育研修 部門 PDC（各園の部門 PDＣの振り返りを行う） 
保育研修 ６Ｓ活動（取り組みについて検証する）

保育研修 災害時及び不審者対策

保育研修 災害への対策

保育研修 水害への対策

保育研修 救命救急の流れと心肺蘇生・AED の使用について 
保育研修 より良い人間関係を築くために

保育研修 仕事を円滑に進めるためのコミュニケーション術

保育研修 療育セミナーに参加して

大屋敷芙志枝

教職員

教職員

教職員

2 月 第 21回ふれあいグループ医療教育研究会 
安全管理対策 「ヒヤリハットや事故発生時の対応について」

安全管理対策 「事故やケガ発生時の保護者との関わり方について」

安全管理対策 「避難訓練の取り組み方について」

安全管理対策 「保育室の環境設定を考える」

教員 

教員 

教員 

教員 

DVD 

DVD 

DVD 

DVD 
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安全管理対策       「不適切な言葉かけについて」

安全管理対策「誤嚥事故の原因と予防対策を考える」

専門職としてのレベルアップ「子どもの特徴に合わせた支援」

専門職としてのレベルアップ「関わりの難しいこども・保護者への対応」

専門職としてのレベルアップ「絵画制作を通しての表現について」

チーム医療       「園医との関わり方や連携の実態を知り、課題を見つけ検証する」

部門 PDC 「部門 PDCを年間計画に取り組み、目標達成できるよう検証していく」 
6S 活動 「６S 活動の取り組みを検証する」 
業務改善 「保育士の役割分担や勤務時間内に業務を終了するための取り組み」

個人 PDC 「日々の業務を個人 PDC に落とし込み達成できているか検証する」 

教員 

教員 

教員 

ＤＶＤ 

教員 

教員 

教員 

教員 

教員 

教員 

1.3 月 ふれあいグループが目指すもの

保育研修 個人 PDC 
保育研修 業務改善

保育研修 虐待防止を考える

保育研修 事故予測への取り組みに対する改善策

保育研修 乳幼児突然死症候群への対応策

保育研修 保育者のためのメンタルヘルス基礎講座

保育研修 自己評価 ・自己点検表について検証する

大屋敷芙志枝 

教員 

教員 

教員 

３ 学生の人間性を高める活動

 本学園では、理念「人を尊び、命を尊び、個を敬愛す」の実践できる学生を教育するために、湘

南医療大学では、「総合教育科目」の科目群、看護・医療系専門学校では、「科学的思考の基礎と人

間と生活、社会の理解」の科目群において、人間形成に必要な科目を初年度に学修することで、心

の成長につなげてきました。また、学生の積極性、社会性を涵養する、他を知る・思いやる教育の

一環として、学園全体で行うクリスマスキャロリング活動を継続しています。新型コロナウイルス

等感染症の影響で、病院内での合唱やレクリエーションの実施は難しくなりましたが、その代わり

に、病院の患者様、施設の利用者様に安らぎを覚えていただけるようなメッセージカードや飾りつ

けの制作する活動を継続しています。

 本学園では、ふれあいグループ病院施設と連携し、地域住民や医療系業種に興味のある高校生、

保健医療福祉に関わる方々に参加いただけるような公開講座や研修を開催してきました。

２０２４年度の公開講座、出張講義の実績を以下に示します。
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2025 年 4 月 1 日現在の入学定員充足率は、湘南医療大学保健医療学部は 100％以上、薬学部は

37.6％、大学院は、修士課程 100％、博士後期課程は 100％となった。また、茅ケ崎看護専門学校

は 57.5％、茅ケ崎リハビリテーション専門学校は 74.2％、湘南医療大学附属下田看護専門学校は

17.5％、医療ビジネス観光福祉専門学校は 99％であった。医療系の学生募集も苦戦しており、留学

生の入学のない専門学校は、過去に無い入学定員充足率の低さとなった。
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４ 学生の将来につながる指導力の発揮

 教員は、学問的指導の他、人間的指導を促すために、面談の時間を通じて、卒業・就職に到達で

きるよう生活に関する指導、アドバイスを行いました。

本学園は、ふれあいグループとの連携により、同グループによる有為な人材の育成と教育研究の

振興のための「ふれあいグループ奨学金制度」の活用をしています。2024年度は、湘南医療大学 99
人、茅ケ崎看護専門学校 117 人、茅ケ崎リハビリテーション専門学校 27 人、湘南医療大学附属下

田看護専門学校 25 人、医療ビジネス観光福祉専門学校 3 人 計 271 人が奨学金を受給し、経済的

な不安なく学業を継続しました。

また、2024年度湘南医療大学卒業生の主な就職先は下表の通りでした。 
看護学科

卒業生 74 名 
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科理学療法学専攻

卒業生 44 名 
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科作業療法学専攻

卒業生 31 名 
ふれあいグループ 25 ふれあいグループ 17 ふれあいグループ 10 
神奈川県内病院・クリニッ

ク・行政（保健師）

（ふれあいグループ含む）
66 神奈川県内病院・クリニック

（ふれあいグループ含む）
37 神奈川県内病院・クリニック

（ふれあいグループ含む）
20 

神奈川県外病院

（ふれあいグループ含む）
4 

神奈川県外病院・クリニック

（ふれあいグループ含む）
5 

神奈川県外病院・クリニック

（ふれあいグループ含む）
6 

進学 2 進学 1 

2024年度の各校の国家試験合格率（新卒）は、下表の通りの結果である。 
新卒のみの全国平均からは、やや下回ったものの、ほとんどの学校が、高い国家試験合格率で、

学生を有資格者として送り出すことができた。

看護師国家試験合格率が６割台の湘南医療大学附属下田看護専門学校に関しては、卒業生全員が

准看護師の資格は有して卒業している。2025年度の国家試験に向けて、各校とも全員合格させるこ

とが出来るように学修指導を充実させる方針である。
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なお、2024年度の各校の退学者数の状況は、以下の通りである。 
大幅に改善がみられた設置校もあるが、退学率が 10％を超える学校もあり、2023 年度も各校目

標未達成となった。成績不振者への学習支援、進路変更にみられる入学前のマッチングエラーを減

少させるなど、担任やチューターが責任を持ち次年度は休退学者が 0 人にできるような指導体制を

検討する。

退学者数（除籍含） 
学校名

2024年度 2023年度 対比

湘南医療大学 42 21 21 
茅ケ崎看護専門学校 15 11 4 
茅ケ崎リハビリテーション専門学校 29 14 15 
湘南医療大学附属下田看護専門学校 3 4 -1
医療ビジネス観光福祉専門学校 4 14 -10

Ⅲ 学校法人湘南ふれあい学園中長期計画に関する報告 

〇組織、運営に関する目標

１）学部等の新設

・文部科学省に学則変更届を提出し（2024年 12月）、「医療管理経営者」を養成するために、大学

院保健医療学研究科保健医療学専攻（修士課程）に新しく「医療マネジメント・エグゼクティブ領

域」を設置した。（2025年 4月） 
・茅ケ崎に新たに健康科学部（仮称）設置（2026年 4月）に向けて準備委員会を設置したが、薬学

部の収容定員５割以上を待たず、保健医療学部、薬学部の入学定員を行い、保健医療学部看護学科

及びリハビリテーション学科理学療法学専攻の入学定員増に伴い、茅ヶ崎キャンパスを新たに設置する

案が理事会において承認された（2025 年 3 月）。2025 年 6 月に文部科学省に学則の変更認可申請

を行う予定である。

・別科、介護福祉士学校の指定申請を行い（2024年 9月）、2025年 3月に認可を受け、介護福祉別
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科（藤沢キャンパス）が設置された。１期生２８名を受け入れた。

・湘南東部総合病院で指定を受けている特定行為研修を継続することになった。

２）業務の効率化

・業務処理方法の効率化の推進を継続している。

３）補助金の獲得

・経常経費補助金は、獲得増となったものの、私立大学等改革総合支援事業の採択には至らず、次

年度に向けて改善活動を実施する。

〇教育、研究の活性化に関する目標

１）教育内容の改善

・国家資格合格率 100％を達成するための学修支援、薬学共用試験 CBT（客観試験）、OSCE（客観
的臨床能力試験）の準備教育の強化を図った。

・医系科目の再編（非常勤講師中心から専任教員への転換）は、達成度 50％となり、着実に進めて

いる。

２）教育方法の改善

・DP・CP・AP に基づく学修者を養成のために、その指標となるアセスメントポリシーの制定に向

けて準備をすすめている。

・ポートフォリオ（教育業績記録）は導入したものの、ディプロマサプリメント（成績証明書付加

情報）の導入（課程履修の状況、卒論、GPA推移、獲得スキル、資格取得、表彰など）は、次年度

の達成課題となった。

３）研究の活性化

・外部研究資金の獲得は、申請者教員の半数、採択率は約 20％となり、目標達成に至っていない。 
・研究不正防止教育として、研究倫理 eラーニングシステム受講の 100％を目標として掲げたもの

の、90％台であった。

・研究活動に関しては、大学・グループ病院間の共同研究、大学ブランディング研究、並びにグル

ープ病院での治験の開始準備(薬学部)を掲げたものの、大きな進歩を得ることができなかった。

〇新規施設等の整備に関する目標

１）湘南医療大学別科藤沢キャンパスの整備を行った。ふれあいグループの１施設であるＴＨＰメ

ディカルクリニック内に介護福祉士学校を整備し、１、４～７階の整備を実施した。

２）薬学部附属薬用植物園の温室が完成した。

〇教育・研究用備品等の更新・整備に関する目標

１）教育・研究用機器の重点整備

・介護福祉別科設置に伴う介護福祉士学校指定規則に定められた教育用備品整備を行った。

〇点検評価及び情報公開に関する目標

１）授業評価に関する目標

・学生授業評価アンケート項目の見直し

２）研究業績の評価に関する目標

・本学 HP において、過去年度を含めて学内外への研究者の研究活動を積極的に公表している。

３）外部評価及び自己点検評価に関する目標

・令和 6年度リハビリテーション教育認証評価を受審し、理学療法学専攻及び作業療法学専攻とも

に適合判定された。令和 7年の薬学教育認証評価の受審（中間）に向けて必要な情報の収集と管理、

体制の整備と準備を進めた。

・また、私立大学改革総合支援事業における IR関連項目の達成に向けて、準備を開始した。

４）情報公開に関する目標

・HP において、教育、研究企画、イベント、成果等の外部公開の促進を図った。

〇地域連携及び社会貢献に関する目標

１）連携の強化

・ふれあいグループ病院施設との学生・教員・実習指導者との連携強化するために、実習指導者調
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整会議を開催するなど、実習の意義、内容、指導法について共通認識を図っている。

２）地域貢献

・地域が開催する医療、看護、リハビリテーション、薬学等に関する地域支援ネットワークの構築

を戸塚区や関連団体と図っている。また、公開講座において、計画を推進した。

・毎年実施している病院施設へのクリスマスメッセージ送付が定着した。

〇入試、広報、学生募集の改善に関する目標

１）入試制度の改善

・薬学部の入試制度（特待生度）を導入し、入学生の確保に努めたが、定員充足率を満たすことは

できなかった。同様に、年内入試に注力して、本学に入学したい学生を確保する入試体系など、学

生確保の戦略をさらに進める。

２）学生募集・広報体制の改善

・ホームページ、SNS の活用（受験生、保護者、高校教員のニーズへの対応）特に YouTube から

の配信を行い、募集広報地域の範囲拡大を進めているが、薬学部の募集は苦戦した。

・高大連携事業の強化を謳ったが、連携校の増加にはつながらなかった。本学の認知度を向上させ

るために、神奈川県内での公開講座の実施などを行った。

〇学生生活、修学及び就職等の支援強化に関する目標

１）学生生活、修学支援

・前年度に比較して、各校とも休退学者減少への取り組みにより、減少している。

・チューター制度の充実により、国家試験の成績、就職実績の向上が堅調である。

・カウンセラーは非常勤であるものの、各校に配置している。しかし、利用者は少ないため、今後

は啓発活動を行い、様々な学生の問題や課題を早期に発見し、解決できるように支援する。

・学生の保護者との情報交換、大学理解のための保護者会を開催し、大学教育、本学の魅力、学生

指導体制、国家試験指導体制など、理解を図っている。

２）就職・キャリア支援

・グループ就職説明会を実施して、先輩の体験・アドバイスを受ける機会を設けている。

・連携同窓会の諸活動が停滞しているため、今後は各校の代表者との連携を深めて湘南ふれあい学

園の組織を強化する。

Ⅳ ２０２４年度各学校の事業計画の概要に関する報告

１）湘南医療大学

【保健医療学部】

① 経常費補助金の獲得増及び私立大学等改革総合支援事業の採択

(1) IR 機能の強化

看護学科

IR委員会が未発足のため、まずは看護学科のアセスメントポリシーに関する FD の中で、これか

らの IR の意義、方向性に研修を実施した。今後、入学後の成績と入試区分、入学試験成績との関連

性について IR を基にした分析は次年度の課題となったが、看護学科の担当教員を選出した。  
リハビリテーション学科

IR 委員会が未発足のため、リハ学科のアセスメントポリシーに関する FD の中でこれからの IR
の意義、方向性に研修を実施した、今後、入学後の成績と入試区分、入学試験成績との関連性につ

いて IR を基にした分析は次年度の課題となった。 

(2) 学修成果等の可視化

看護学科

各学生が修得した知識や能力等を明らかにするディプロマサプリメントとして、PROGテストを

取り入れた。
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リハビリテーション学科

各学生が修得した知識や能力等を明らかにするディプロマサプリメントとして、PROGテストを

取り入れた。

(3) アドミッション・オフィサーの配置

看護学科

学科の入試WG委員と大学入試委員が、アドミッション・オフィサーと連携し、重点校検討資料

を作成するために、現役生の成績上位グループや休退学者の、入試形態・入試成績・高校調査書・

面接結果、および入学後の成績・単位取得状況の推移等を分析した。

リハビリテーション学科

入試広報課の・アドミッション・オフィサーが具現化し、入試広報や OC、さらに入試区分

や科目内容等について話し合うことができた。

(4) 高等学校教育と大学教育の連携強化

看護学科

�直近４年間で受験者総数の多い上位高校に訪問した。  
�高校の要請に応じて出張模擬授業並びに大学案内を行った。また、看護学科希望者を学内に

招き学内演習の見学・模擬授業・学内施設見学を行った。

リハビリテーション学科

高大連携として追浜高校での 2 学部 3 学科として講義等を実施し、医療系大学教育の学び

について高校生と共有することができた。

(5) 教育リソースの活用

看護学科

2024年７月に教育リソース活用状況を調査した。看護学科の 27 名の教員から、教育リソ

ースの名称、活用科目、根拠資料について報告があった。結果を FD 研修で紹介した。  
リハビリテーション学科

三次元解析装置の実験では都立大学の理学療法学科教員と共同研究として、また心肺負荷

試験装置をグループ病院の臨床研究活動、修士課程の学生にも活用している。

② 授業評価等の結果を活かした授業改善、教育活動改善への活用

看護学科

�各科目責任者は、各回のリフレクションペーパーの確認を行い、学生の理解状況、教材の選

択、学習環境等について課題を確認した。また授業終了時に「学生による授業評価」アンケ

ート結果を確信し、次回の授業改善に取り組んだ。さらに授業評価アンケートの平均値が、

4.40未満の科目担当者においては、授業改善計画を行うように努めた。  
�教育力を高める実践的 FD としては、教育の質改善、教育評価の考え方、客観テストの設計

表の作成などをテーマに開催し、教員全体の教育スキルを高めた。

リハビリテーション学科

授業評価アンケートの実施率は、理学療法学専攻が 582/849 で 68.6％、作業療法学専攻が

279/813 で 34.3％と実施率に課題があり、次年度は事前に実施喚起を促す。  
個別科目ごとの総合授業評点が未配布のため、個別教員、科目ごとのコメントができない。

③ 学修支援・国家試験対策支援

看護学科

�1年次生は、基礎学力のアップと学修習慣を身に付ける目的で合格発表後から新学期開始ま

での期間に入学前教育（数学・理科・国語）を実施した。

�1・2年次生は業者の低学年模試を 1回と国家試験特別講義を 1回ずつ実施し、3年生は国

家試験に準じた業者模試を 2 回実施した。また、模試の振り返りを行い不正解の問題に着目

して復習を行ったり、manaba を活用したドリル学習を実施した。  
�４年次生は、12 回の模擬試験・学力テストを実施し、全体に正解率が低い科目や内容を分
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析し、その結果をもとに学内教員による講義（16コマ）、国家試験対策専門の講師による講義

（8 コマ）を実施した。模試の結果から学修低迷者へは強化対策としてチューターや担当教

員による個別指導とグループ学修など学生の状況に合わせて丁寧に指導した。その結果、看

護師国家試験は新卒 72 名受験し 69 名合格（合格率 95.8％）、既卒者 3 名を含む全体の合格

率は 96.0％で、全国の 90.1％を上回った。保健師国家試験は 8 名受験し全員合格し合格率

100％だった。  
リハビリテーション学科

理学療法学専攻は、43 名中 42 名合格で 97.7％の合格率。全国平均より高かったが改善が

必要であると感じた。作業療法学専攻は 28 名中 25 名合格で 89.3％の合格率で全国平均より

低値でより一層の改善をしなければならないと感じた。

作業療法学専攻では、模擬試験や勉学低迷者 12 名に対して 2025年 1月 14日から集中監督

システム体制をとり 12 名全員が国家試験指導に従い、このうち 1 名が不合格であったが、次

年度は 12月から集中監督システムで国試勉強を支援する。

④ 入学定員の確保

看護学科

2キャンパス体制の利点として、「横浜山手キャンパス（1,2年生）」では、看護基礎教育を

主眼とした教育、「東戸塚キャンパス（3,4年生）」では、本格的な実習による看護実践能力の

育成や他学部他学科の学生が在籍する学習環境を活かし他学部学科連携教育を主眼とした教

育を展開している点や、特色のある教育課程について、オープンキャンパスや高校訪問、出

張講義、研究室訪問、大学見学会などを通じて積極的に広報活動を行った。また、進学サイ

ト等を活用し、資料請求者は前年比 63％も上回り 20,919 件と増加したが、看護学科のオー

プンキャンパス参加者の伸び率は 20％に止まり 648 名、出願者においては前年度を 5％下回
る 314 名とオープンキャンパス参加者の出願への歩留率が低下してしまった。しかし、最終

的に一般選抜の歩留率が高く 140 名定員を上回り 160 名の入学者を確保した。さらに、専攻

科においては、日頃の専攻科間での交流によってチーム医療に必要なお互いの職種を理解す

る機会が得られることをオープンキャンパスで PR した。 
リハビリテーション学科

看護学科同様、オープンキャンパスや高校訪問、出張講義、研究室訪問、大学見学会など

を通じて積極的に広報活動を行った。資料請求者の前年比 63％増 20,919 件に対し、理学療

法学専攻のオープンキャンパス参加者の伸び率は 66％と堅調で 446 名の参加者を得た。出願

者においても前年を 31％上回る 163 名の出願を獲得し、49 名の入学者を確保した。対して、

作業療法学専攻ではオープンキャンパスから出願への歩留が低迷し前年比 26％減 38 名の出

願と危機的な状況であったが、理学療法学専攻からの第二希望の志願者でかろうじて定員 40
名を確保した。2025年度に向けては、入試制度の見直しをはじめ高大連携の在り方やオープ

ンキャンパスの充実を図るなど、本学独自の学生募集の在り方を創造し、それを伝統として

築いていくことが必要である。

⑤ 休退学者減少への取り組み

看護学科

中途退学、休学び留年生減少のため各学年チューター長を軸に全チューターが一体となり、定期

的な面接を行い学生個々の学習理解度・学習習慣などに合致したきめ細かな学習指導と合わせ、教

授する教員の講義力について FD活動と合わせ取り組んだ。  
特に 1，2年生が在籍する山手キャンパスにおいては、よりきめ細やかな対応が必要であったた

め、学生個別の課題や環境について、３方向から対応した。①チューター教員は定期的な面接を通

して課題の発見と対策をとった。②教務事務は教育課程修得状況、欠席回数などのデータを随時発

出した。③臨床心理士によるカウンセリングを１回/週実施した。  
リハビリテーション学科

休学者は理学療法学専攻が 1 名、作業療法学専攻が 1 名で、退学者は理学療法学専攻が 5 名、

作業療法学専攻が 8 名であった。  

25



学修低迷者に対する個別指導は各チューターが 100％実施していたが、退学者が発生したことに対

する対応が求められる。

⑥ FD・SD 研修の充実

看護学科

�教育力向上の取り組み①６月１３日：本学の理念に基づいた「新カリキュラムとアセスメントポ

リシー」研修：４６名参加②６月１８日新カリキュラム実習構成について４６名参加③8月 19日
「看護大学における特別な配慮を必要とする学生への教育支援の実際」参加者 54 名 ④8月 30日
「大学教員の教育力向上のための基準枠組み FDマップ運用に関する検討会」46 名参加⑤9月 5
日 ICT を活用した授業運営について 28 名参加⑥9月 18日「新カリキュラム 3年次後期からの実

習、学内実習の運用について」46 名参加 ⑦11月 1日「新カリキュラム 3年次後期の臨地実習 急
性期看護学実習について」46 名参加⑧12月 18日「新カリキュラムナーシングスキルとヘルスア

セスメントの構造について」46 名参加⑨1月 22日「新カリキュラムナーシングスキルとヘルスア

セスメントとの授業内容の検討」46 名参加⑩3月 6日「看護学教育における評価について」56 名

参加

�学力低迷者の個性の理解と学習支援、休退学者減少の支援①8月 22日「個性豊かな学生を指導

するヒント」46 名参加②9月 3日「看護学科の国家試験対策について」46 名参加③9月 18日「チ

ューターのあり方につての研修」46 名参加③12月 18日「問題行動のある学生へ行動変容を促す

支援について」46 名参加④3月 13日「個性豊かな学生を指導するヒント」46 名参加⑤4月 10日
「成績低迷者（単位未修得者）の履修指導とその評価」46 名参加⑥4月 17日「看護基礎ゼミ（1
年生対象）の実施とその効果について 46 名参加⑦4月 25日「学習習慣の定着のための支援につ

いての研修」⑧5月 19日「出席状況が芳しくない学生への対応と支援について」46 名参加⑨5月
22日「学修計画表に基づき支援の検討」46 名参加⑩5月 22日「出席状況の把握と学生指導の評

価について」46 名参加⑪7月 11日「模試を活用した学習方法の検討」46 名⑫8月 7日「各学年の

精製低迷者休退学者現象のための学生支援の取り組みの共有」46 名参加  
リハビリテーション学科

相互授業参観は 8回（PT4回、OT4回、参加教員 26 名で授業評価と指導提言を実施。

教育の質的向上に関する FD は 18回：PT8回、OT8回、合同 2回（各テーマ：シラバスの役割、

授業設計、授業スケジュール、記憶に残る教育法、アクティブ・ラーニング、学生指導と学生評

価、理解しやすい授業など）、その他にアセスメントポリシーの意義と取り組み、リハ学科の 2024
年重点目標について FD を実施した。  

⑦ 3 つのポリシーを踏まえた自己点検・評価及び認証評価への取組

看護学科

 看護学科は３つのポリシーの評価項目に基づき報告書を作成した。状況分析は PDCA サイクルを

活用して、進捗管理を行う。自己点検・評価に基づいた外部評価（日本看護教育評価機構）受審の

ための準備として情報収集活動を行った。

リハビリテーション学科

一般社団法人リハビリテーション教育評価機構による現地評価を作業療法学専攻は 10月に、理

学療法学専攻は 12月に貴校から評価者 2 名が来学し、各 2時間 30分にわたり紙面確認と質疑、

学内巡視による評価を受審した。

⑧ 学生の学修時間や学修成果の把握による教育活動の見直し

看護学科

�学生への学修及び授業の支援は、看護学科教務委員会を中心に、教員と教務事務部が協働し、よ

り学修が深まるような進度、クラス別・グループ別等の授業形態、試験等について検討し、実施し

た。

�各科目の学修の進め方の詳細はアドミッションポリシー、ディプロマポリシー、カリキュラムポ

リシーに基づいたシラバス及び授業概要、到達目標、講義日程、単元、単元ごとのテーマと内容、

事前学修および事後学修すべき内容と時間、評価方法、教科書、参考図書、オフィスアワー留意事
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項を明記することに加えて、ICT を利活用した教育の計画、体制整備及び双方向授業や自習学習

支援などを通して、わかりやすい授業に努めた。

リハビリテーション学科

アセスメントポリシーに関する FD を 7月 3日に実施し、その中で IR についても研修を実施し

た。

⑨ キャリア支援と地域社会への貢献

看護学科

�3年生を対象としたふれあいグループ 17 施設の合同就職説明会を大学主催で 2024年 13日に実

施した。

看護管理者と卒業生等から直接、各施設の魅力について発表をいただき、実習施設以外のふれあい

グループ施設の理解が深まった。

学生の実際のふれあいグループの就職先は、実習施設がほとんどであった。各施設の取り組みにつ

いても情報共有を図っていく。ふれあいグループの合同就職説明会は継続して実施する。

�3年生を対象とした大学でのふれあいグループ採用試験を実施した結果、ふれあいグループ施設

就職率が 35％であった。4年生になる前に就職先の内定が出ることで国家試験対策に早期から取

り組めるメリットを今後も学生に伝え、継続実施をしていく。

�1,2年次生を対象としたふれあいグループ施設の紹介を今後強化していく。 
�ふれあい特別推薦は実施された。  
�地域貢献活動は地域住民の生涯学習につながるようなテーマを検討し、計画的に取り組む。 
リハビリテーション学科

リハ学科は新 4年生に向けては、PTOT とも 3月中旬に人事部からの求人票と卒業した 4年生

から事故の就職活動の実体験談をうけ、グループ病院への就職萌芽を促した。

⑩ 研究力向上に係る学内計画の策定

看護学科

�看護学科教員の研究活動として、査読付き論文数（学会発表等を含む）を教員 1 人あたり 2件
（含共著）以上の目標設定を通知した。

�看護学科の 2025年採択結果は５件で、内基盤 C が２件、若手研究が３件（継続中 1件）であっ

た。科研費申請は該当教員中 1３名が申請した。  
リハビリテーション学科

2025年採択結果が 3件採択された。内訳は基盤 C が 1件、若手研究が 1。ひらめきときめきサ

イエンスが 1件。科学申請は該当教員 17 名中 14 名が申請した。

【薬学部】

① 経常費補助金の獲得増及び私立大学等改革総合支援事業の採択

2024年度は点数獲得のために次の項目を重点的に達成するように心掛けた。

(1) IR 機能の強化

�大学における IR に関する知識を薬学部の教員全員に共有した。

�IR は経常費補助金の獲得ばかりでなく、大学の外部評価や全薬学部で定期的に施行される、薬

学教育評価機構第 3 者評価においても活用される事を共有した。

�薬学部における IR の基本的保存資料について情報を共有した。

(2) 学修成果等の可視化

各学生が修得した知識や能力等の客観的資料として「個人成績カルテ」を作成し、学生本人への

成果開示と個別指導により学力・学修意欲の向上を図った。また、保護者への成績状況の説明にも

利用することで保護者との協力連携の強化を図った。

(3) アドミッション・オフィサーの配置

入試担当教員とアドミッション・オフィサーが連携し、入試制度や科目内容について話し合い、

また次年度入試に向けた準備を行うことができた。

(4) 高等学校教育と大学教育の連携強化
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研究室探求と題して向上高等学校や湘南学園高等学校と模擬授業や校内見学を行い、その他高校

への出張講義も実施した。  
(5) 教育リソースの活用  
専門領域の導入講義を主たる科目担当者が作成し、本学のホームページにて公開した。また、医

療・介護・福祉等の専門家が発信している動画、インターネット等を講義の教材、自主学習ツール

として位置付けて活用した。  
 
② 授業評価等の結果を生かした授業改善、教育活動改善への活用  
リフレクションペーパーの書式を、改善策がより明確になるように改訂した。目標値に対して専

門科目の総合平均数値は 90.66%と高く、改善計画書の提出を求める必要があるほど評価の低い科

目はなかった。 
 
③ 学修支援・CBT/OSCE対策支援  

80％以上の定期試験合格率を達成していない科目責任者に対して、課題の分析と改善策を依頼

し、教務委員会、教授会にて共有した。  
入学前教育（対面）に関しては、体調不良者、遠方者を除きほぼ全員が受講した。また、講義内容

を撮影し、未受講者に対して履修の機会を提供した。  
CBT模試に関しては、50%以上の平均を維持した。最終的に 27 名の学生が CBT を受験し、24 名

が本試験合格、2 名が再試験合格（合格率：96.6％）となった。  
 
④ 入学定員の確保  

2024年度は、オープンキャンパスや高校訪問、出張講義、研究室訪問、インターンシップの受

け入れなどをとおして積極的に広報活動を行った。また、「特別指定校」制度を新たに設け、起爆

剤としたが、9 名の出願者に止まり、総合型選抜の出願者も 3 名と年内入試は厳しい局面にさらさ

れた。資料請求者は前年比 63％も上回り 20,919件と増加し、薬学部のオープンキャンパス参加者

の伸び率も前年の 35％も上回り 306 名、出願者も 170 名と前年度の 145 名を上回った。年明けの

一般選抜・共通テスト利用に期待を寄せたが、予想外に歩留率が低く 49 名の入学者しか確保でき

なかった。2025年度に向けては、入試制度の見直しをはじめ高大連携の在り方やオープンキャン

パスの充実を図るなど、本学独自の学生募集の在り方を創造し、それを伝統として築いていくこと

が必要である。  
 
⑤ 休退学者減少への取り組み  
全体研修会を通じて、教育センターが主体となって情報発信した。また、S-タスクフォースを新

たに編成し、学習支援の質向上を図った。また、感情知能に着目した新たな支援体制を構築するた

めに、担当者のスキル・キャリア支援を大学としてサポートした。  
 
⑥ FD・SD 研修の充実  
�全体研修会（大学部会）及び医療・教育研究会を着実に実施し教職員が大学の重要事項や活動内

容を共有し、改善を図ってきた。  
�FD 、SD活動長期計画に基づき、教育方法と研究領域をテーマにした組織的で持続的な FD活
動 を積極的に実施してきた。  
�大学運営方針を全体研修会時に、理念からスタートする大学の基本姿勢を常に共有してきた。  
�自ら学び自ら考えて行動するという行動目標について、６S活動や PDC活動を通して教員、職

員が常に巨力して取り組んできた。  
 
⑦ 3 つのポリシーを踏まえた自己点検・評価及び認証評価への取組  
薬学部医療薬学科の自己点検・評価の厳格化としての取り組みは、大学の理念や目的・目標に照

らして教育活動等の状況を点検し、優れている点や改善すべき点などを評価し、その結果を公表

するとともに、その結果を踏まえて改善向上を行うことを目的としている。  
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2024年度は、薬学教育評価機構に指示された根拠資料（エビデンス）を収集し、これらの資料に

基づいた自己点検・評価書を作成・点検したうえで、「自己評価 2024」として 2025年 4月に本学

ホームページで公表した。

⑧ 学生の学修時間や学修成果の把握による教育活動の見直し

直接評価として、講義科目では定期試験および課題・レポートにより評価した。また、実習およ

び演習科目では実習試験およびレポート、ルーブリック評価により適切に評価した。

間接評価として、通年ガイダンス後に実施している学生アンケートにて、修学時間や学修場所、図

書館利用などを調査している。授業アンケートは、講義時間内での実施を行い、回収率を向上さ

せ、より客観的な数値を得た。さらに、学修環境等の学生からの要望は、学生投書箱で意見を募

り、改善をおこなっている。

⑨ キャリア支援と地域社会への貢献

キャリア支援の一貫として、湘南東部病院薬局、綾瀬厚生病院にてインターンシップ実習の受け

入れをいただき、参加学生（４年生）の報告会が２０２４年１０月２３日（水）に３年生以上の参

加で行った。多くの３年生・４年生の５０名程出席があり、盛会であった。

キャリア支援としては製薬企業や公務員、その他の業種についてもインターシップ実習を進めてい

きたい。

⑩ 研究力向上に係る学内計画の策定

公的研究費の獲得

・文科科研費の応募数は 25件であった。

・研究倫理 eラーニング 受講が早期に 100％達成した。

・全体研修会で厚生労働科研費について概要＆申請戦略に関する説明を行った。

査読付き論文数の確保

・教員の業績の実態調査を行った。
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湘南医療大学 研究業績

(1) 著書
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¤‹›fioæfl‡·o‚„

‰pZ¶

Â¢YpKÑxfx
89#:; epÊÁhÀmFËÈaÍÎµpucY °B [f[¢bxd yÏÌÓY≤≥>=

<=#>?@
epÔ™oÒ„ÚÛÙıˆ˜¯YPÖ˘˙˚0NP¸˚0˝P˚˛PN˙ˇP!˙ˇˇ"#˙/û0P

˘ˇ/NûABPC0˝P¸'A#Nû˚APEˇFNàPa*¬+4,-8Ka/0f*¬NOP4T

RSM

AB [f[cbe[d
Ô™ÇÅrs}T8VPªâP

˘¢¢W˘¢¢;P[f[cÑ

AB#C <<=a>?fÎö8 °Ÿ⁄@A [f[cbefd yBsCpyBsw

AB#C ÌΩmab °B [f[cb[d mlc]ÓY

DE#0F  dm_ep_e] °B [f[cb¢d f£yí¤mÌm¡

DE#0F  gN_ep_e] °B [f[cbeed f£yí¤mÌm¡

@GH#I yíhiÌMNlh*+Ä}~mCanbo °B [f[¢bxd
p TrsyÌtp

ŸuYZoiÌ[y]

@GH#I _`æøÌh^*+,mu_Yo Ÿ⁄ [f[cbxd ≤≥>=p`ab

!J#KL cdÌgm_e °B CaObcd f£yí¤m

B9#MFN Tefgnhinjk °B [f[cbcd
ÊÁhÀlm–—tnÅ—

o8pÌNp gmoqr

OP#QR csPtuÌmPÜ¬u[Y °B [f[¢b[d £®•

OP#QR v^wan+�ux+}aÍÎµyza{h|µ}~ °B [f[cb∏d
d�ÌÄPÅ±ÇPÉÑÌÖP

ÜΩáÅú<`ab

OP#QR àâäòcãTjabcaPåayímPÜ¬uxY °B [f[cb¢d gçåayím><£§•

OS#K-
éOPf£yí¤mÌm¡

_è_eÄême_e]ë
°B [f[cb¢d

f£yí¤mÌm¡

_è_eÄêmeíì>

OS#K-
éOPf£yí¤mÌm¡P

_è_eÄême_e]î
°B [f[cbªd

f£yí¤mÌm¡

_è_eÄêmeíì>

OS#K-
éOPf£yí¤mÌm¡P

_è_eÄême_e]¿
°B [f[cbeed

f£yí¤mÌm¡

_è_eÄêmeíì>

TE#)U Ìïsñ ΩmáÅú °B [f[cbcd óòÓY

VW#XY E˚∂PefP#˚AN0ûô'Nû˚AFPûAPFö˝˝ˇN0ö °B [f[¢bed C#/õˇ˝û#Péˇ/õF

Z"#[\ dmN_eP_e] °B [f[cbcd f£yí¤mpÌm¡

Z"#[\ úÛdm_ep_e]
°B [f[cbcd f£yí¤mpÌm¡

]=#^N {ùÅûÇüÅrstu†°ü¢vÅÇ£}mB]o °B [f[cbcd ≤≥>=P£®•

_S`!ab CaOb;p_è_eÄêmeëp!§é•¶§§• °B [f[cb¢d f£yí¤mpÌm¡

_S`!ab CaOb;p_è_eÄêmeîp!§é•¶§§• °B [f[cbªd f£yí¤mpÌm¡

_S`!ab CaOb;p_è_eÄême¿p!§é•¶§§• °B [f[cbeed f£yí¤mpÌm¡

@P!cL Îßgh8ÌmPcsPÌ®o©™hm °B eªf¢b!d

ÜáxYm[´o<e¨≠ÆØ

Ìg∞±<e[[Wexc<£®•

≤≥¥µ<∂∑∏™π

30



 

 
 

 
 

(2)学術論文（原著）

!" #$B&'()*+"I
-#.

/#+0

N234

N5+S7

N28BN59:*

34N5&;*+"I

!"!#$ <=>?@A&BCD /# EFEGSG7

N2HIJKLCMN;O

PQHRSTUMN;O

VWXYZ[\]^G^[_F`_a^EF^_

!"!#$ @A>?&bc$

VdEFEGSeU
/# EFEGS[7 N2Hfghij&

%!!#& @klbcbc$ /# EFEGS[7 fghij&

'(!) m&lbcVbc$ /# EFEGSG7 fghij&V<&n

'(!) opm&bcVbc$ /# EFEGSG7 fghij&V<&n

*+,- EFEGSeqr<k&bcbc$ /# EFEGSs7 EFEGSeqr<k&bc

*+,- EFEGSetuvwbc$ /# EFEGS\7 EFEGSetuvw

!"./0 _Vxyz{|vw._V}~�@ÄÅ&Ç( /# EFE`SE7 MN;OVh&$É

!" #ABCDEF*H"I
J#.

L#HM

NOP4

NRHST

NO8BNRVW*

P4NRC;*H"I

!"#$%&
<=>?@ABCabcdefghijbklmnHop L# TrTsS<<T

tuvw@[y@z^_`abcde^

fgah^ihbhgajklTmnTo

'(#)&
<pqrstuvwxyz{|H}~�ÄÅ}ÇoÉ�gÑÖbopÜá

>wàuâäãåwçéèêëí L# ìîïSïT

ñóòôöõ[yuúùC;

WûüT<†<°

é¢<£§Tsí

*+#,&
<û•¶ß®©™H´¨≠OÆØBCab∞±≤≥¥µ|Hbkgahô^

ôhjcbc∑d^∏gπcde^B∫ªºΩFæäãåw
L# TrTsS<rT

ñóø¿≤C;VWmm†m°^

¢gehs£ï§s¡¬

*+#,&
T^^√ƒBt8º≈∆b«»…± ÀBÃÃÕbz{Œœ–wãáH—“

±”‘
L# TrT¬STT

’zá¶÷û◊™úù

ÿ∑Ÿs¡l_∑⁄¤¤mT¬§mmr

-.#/0

<=úùO‹›fiBCabfl|H‡·‚„‰HúùCßHÂÊÁ±ËÈÍ

ÎÏúùCefÌÓÔHÒÍ L# ìîïS<rT
ñóúùÚDC;üTTÛCD

Ù;éıˆí

-.#/0
T˜úùO‹›fiBCabfl|H‡·‚„‰HúùCßHÂÊÁ±¯˘

L# ìîïS<rT
ñóúùÚDC;üTTÛCD

Ù;éıˆí

12#34
<=˙˚¸B˝b˛ˇ!Ñ"u#fl|HA¯BCÆØDE;HF* L# TrT¬STT

ümHÛñóu#úùC;CD

Ù;IJéèêëí

12#34
T=˛ˇ!Ñ"u#fl|HA¯BCÆØnA¯H.CoDE;HF*wA¯

BCÆØHLMNO±PÓH—“˛4HwRSTw
L# TrT¬STT

ümHÛñóu#úùC;CD

Ù;IJéèêëí

12#34
m=u#8≥yVW;<=BCab>?@uABúùCaúùbB˝bú

ùc‘Hqdec‘Hfg‚h±fgfl|Hije
L# TrT¬STT

ümHÛñóu#úùC;CD

Ù;IJéèêëí

12#34
s˜u#úùCaúùbHkròlmnoHpÈTrswotu›tvò

òlmnoHwTgw±[ÔF*jb«±4ÔÁbÃ L# TrT¬STT
ümHÛñóu#úùC;CD

Ù;IJéèêëí

15#6&
<ûyz^Txy�_!`aHΩÖBúùbufl|. À‰HbcBC∆

≈©d±˘ebfªÜôzghtiB˝bjk
L# TrTsS<rT

ñól‡múùCW^ÿ∑ŸTï=

no

15#6&
Tû;pqrÜóC;HsO±tHDukr‰Hvw J# ñó�_úùC;^üTsÛC

DÙ;qrÙ

15#6&
mûxhgbcycŸcz{^bz`ô{^z∑^c∏¤a∑|h^∑agŸ^khgŸzk^cd^∑Ÿôha^gô`Ÿz^

¤gzchdzb^`bcde^|cbczcde^d`abcde^bha|cjhb}^~^¤cŸ∑z^bz`ô{ L# TrTsS<TT ¢�ÄÅ^Ä_Çl<Hn<To

78#%&

<=Éh|hŸ∑¤∏hdz^∑Ñ^g^ÖcôÜcÑha{^Çô`jgzc∑d^¢a∑eag∏^z∑^x∑bzha^

Ö∑zkhak∑∑ô^cd^á∑∏hd^Üczk^àÜcd^¢ahedgdjchb^gÑzha^~bbcbzhô^

ih¤a∑ô`jzc|h^àhjkd∑Ÿ∑e{éèêëíéßâhä≤≥ÓBãågçéºΩ

èjHêjglëΩÖHäíbklì?âîoHïNí

L# TrTsS
ñg¤gd^Å∑jchz{^Ñ∑a^àÜcd^

Åz`ôchbl^mn<ol¤<§<r=

9:#;<

~bb∑jcgzc∑d^∑Ñ^Äyhbcz{^áczk^óhgŸzk^�czhagj{^gdô^áhcekz^¢hajh¤zc∑d^

~∏∑de^á∑∏hd^Öhajkgdzb^cd^~ycôògdl^fôzh^ôöõ|∑cah}^~^fa∑bb§

Åhjzc∑dgŸ^Åz`ô{
L# TrTsSïT

ó�i¢}^óhgŸzk^�czhagj{^

ihbhgajk^gdô^¢agjzcjh

9:#;<

Ç|gŸ`gzc∑d^∑Ñ^g^Å∏gaz¤k∑dh§úgbhô^áhcekz^�∑bb^õdzha|hdzc∑d^Üczk^

¢k∑dh§jgŸŸ^Å`¤¤∑az^Ñ∑a^Öhajkgdz^á∑∏hd^Üczk^Äyhbcz{^cd^fôzh^

ôöõ|∑cah}^¢a∑z∑j∑Ÿ^Ñ∑a^g^igdô∑∏cùhô^za∑ŸŸhô^àacgŸû
L#

éTrT¬STT

T¬ñòõüì

m†wz°

¢í

ñÖõi^ihbhgajk^¢a∑z∑j∑Ÿb

=:#>&
<û>?@ABCab£§úùCefH•¶±CßH‡ß±Hxyéèê

ëí
L# TrTsS<rT

tuvw@[y@z_`abcde^

fgah^ihbhgjk

=:#>& Tû>?@ABCabcdefghijbklmnHopéèêëí L# TrTsS<rT
tuvw@[y@z_`abcde^

fgah^ihbhgjk

?@A#BC <ûèå®Cß±©He„™ènèê´í L# TrTsSïT

ø¿äõ>?w[yuDu

ÿ∑Ÿ<H¤¤¨H§<H

?@A#BC Tû√ƒt8Ñ"|Ht≠ÆØH∞∆B˝b±≤‚„HÒ L# TrTsS<<T
üm<ÛñóÆ≥ßvC;¥

éµôíTrTsû¢<sm

DE#FGH <=˙˚¸B˝b˛ˇ!Ñ"u#fl|HA¯BCÆØDE;HF* L# TrT¬STT
ümHÛñóu#úùC;CD

Ù;IJéèêëí
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  !" #ABCDEFGH"I
J#K

L#HM

NOPQ

NRHST

NOUBNRVWG

PQNRC;GH"I

!"#$%&
Y=>?@ABCabcHdefghijdeHkglmn;HopTdefghi

HrstuvwxHyz>^H_`abT
L# YcYdSYT

efghijCaklC;CDm

;nopqrst

'(#)&

uvwxyz{|}~�Ä`ÅÇÉÑÖHÜá{à}âäzãÇå{ç~téh

iHèêvopëíìîïñóìòôîöõôìúîùñîïûüöòôü†ôüó°îöû¢îïûüöîùôòñ££üóïô

£óüúûõìõô§•ôü¶¶ñ£îïûüöîùôßìîùïßôöñóòìòôûöô£óûúîïìô£óî¶ïû¶ìô†üóôïßìô

û®£ùì®ìöïîïûüöôü†ôòñòïîûöî§ùìôßìîùïßôîöõô£óüõñ¶ïûúûï•ô®îöî°ì®ìöïôûöô

®ìõûñ®©òû¢ìõôìöïìó£óûòìò

L#
ô™™j´lôud™©

u™¨ôYcY´S¨

TYdi

≠zÆØCVW

'(#)&
Yef´h∞±≠zãÇC;p≤≥¥µôYcY´t∂∑∏πë∫™SªsHºΩäæø¿¡v

¬√Cƒ≈∆«≤≥¥µYcY´∫
J# ´¨jdlô´g©d´ô

YcY´SgTui
≠z»C… TÀÃ

'(#)&
fÕŒ{œ–âÇÉ—“KãÇ”‘ëèmô’÷v’«v◊Hâÿ{ôiŸH≠zã

Ç⁄¤{|}~ÕŒ‹Hœ–ô J#
u™jflôYc´©

YucôYcY´Sd

T

≠zãÇvkl

*#+,
u=›fifl{ç~>?@ABCabcHdefghimn;Hop

L# YcYdSYT
efghijCaklC;CDm

;nopqrst

*#+,
Y=>?@ABCabcHdefghijdeHkglmn;HopTdefghi

HrstuvwxHyz>^H_`abT
L# YcYdSYT

efghijCaklC;CDm

;nopqrst

-./#01
u‡·‚„‰ÂÊÁËÈÍÎÏÌÓCÔÊTËÒíûïÚò=ÛÙÃıTÃˆ˜@{

¯’˘
J# YcY´SuYT ‡·‚„‰Â

-./#01
Yç˙˚¸~kl˝˛ˇ!"ê#Œ J# YcYdôSôfTô

uciNO

AÚñóòûö°ô≥îöúîòBYcYdôSô´T

C

-./#01
fDEˆ˜@cHhFGHIØ“C`JKH”L{¯’˘HFMNO L# YcY´SuYTu´

iPudi

eYYhijÙ·‚ÈÏÌÓkl

C;

23#45

uôQRSTBUVW;BYR=>B?@ABCabcklCÜÔ{|’˘CØC

d–~efØ⁄hi{gI~C≈

hijËklmnÓ√Go’âpTTkHrsabhpûöô£óìòòôijÙ·‚È

ÏÌÓklC;Wtpqrtst

L# YcYdS´TN

uvg
ijÙ·‚ÈÏÌÓklC;W

23#45

YôYR=>wôQRSTa≥¥x≤yhugz^{_«u`abcbcHde‹Hfg{g

I~mh∫lmÈiÁi√{ç~jkijËkabGo’˘∫pòñ§®ûïïìõôïüô

ijÙ·‚ÈÏÌÓklC;Wtpqrtst
L# YcYdSvg ijÙ·‚ÈÏÌÓklC;W

.6#78
uaíìîòû§ûùûï•ôòïñõ•ôïüôû®£óüúìôüóîùôßìîùïßôûöôüùõìóôîõñùïô£îïûìöïòô

ñòûö°ôúûòûïûö°ôöñóòûö°ôòìóúû¶ìòlômô£ûùüïôòïñõ•
L# YcY´SuYT no¥pô¥Úq

.6#78
Yaíìîòû§ûùûï•ôòïñõ•ôü†ôîô≥îóìô≤öïìóúìöïûüöôïüô≤®£óüúìô¥óîùôµìîùïßôûöô

¥ùõìóômõñùïônîïûìöïòôrßüôsòìôxûòûïûö°ôÚñóòûö°ôpìóúû¶ìòlômônûùüïôpïñõ• L# YcY´S¨T

uuïßô≤ÚtquÚmt≤¥Úmoô≥¥Úvuqppô

¥íômp≤mônm≥≤í≤≥ôp¥≥≤qtwô¥íô

≤Úíq≥t≤¥Úô≥¥Útu¥oôjmnp≤≥lô

9:#;8
uˇbcxbHt~yHêvØz{gI~Ü{ L# |}~jYcYd

SYTl
ijkl�CC;W

9:#;8
Yˇq††ì¶ïòôü†ôîöôüöùûöìô£óü°óî®ôî§üñïôûöïû®îïìôîöõôóü®îöïû¶ô

óìùîïûüöòßû£òô†üóô£ìü£ùìôÄûïßô®ìöïîùôõûòüóõìóòôjm≤u≤Å≤llôîôòïñõ•ô

£óüïü¶üùô†üóôîôóîöõü®û¢ìõô¶üöïóüùùìõôïóûîù

L# |}~jYcY´

SucTt
ÇÉ≥ônò•¶ßûîïó•ôY´jul£¨fu

<=#08

uôÅñóîßîòßûôwwô¥Ññ•î®îôpôjYcYd=fl=ôqÖ£ìóûìö¶ìòôü†ôyû††û¶ñùï•ôûöô

µì®îïü£üûìïû¶ô≥ìùùôtóîöò£ùîöïôÚñóòìòlômôÜñîùûïîïûúìôp•òïì®îïû¶ôuìúûìÄô

nóüïü¶üù=ô®ìõuÖûú=ô

ßïï£òlááõüû=üó°áuc=uucuáYcYd=cf=c´=YdfYffgd

L# ugcdS¨T

®ìõuÖûú=ô

ßïï£òlááõüû=üó°áuc=uucuáYcYd=

cf=c´=YdfYffgd

<=#08
YôàâäãåçéèôêTpYcY´t=ôëÃËiíÈØìm≤HtsîlôklïÙ

vnÇñómm≥òô;öõôÊmk|}óßïï£lááÄÄÄ=îî¶©°=¶ü=ú£áûöõìÖ©mm≥©

qxqÚt=ßï®ùôpYcY´SfTYuiõät=

J# ugcdS¨T

mm≥òô;öõôÊmk|}ó

ßïï£lááÄÄÄ=îî¶©°=¶ü=ú£áûöõìÖ©

mm≥©qxqÚt=ßï®ù

<=#08
fôùûôüTwô†ô›°wô¢èô£TwôéèôêTwôg§ô•wôU¶ôß“pYcY´t=ô

ıiÀ®{|}~ìyklCÜÔHÑ©vCØH™´vHg¨ómÓ≠TÀÏÌ

ÀÃôÚñóòûö°ô≥îóìôuìòìîó¶ßwôYfjulwô¨g©ÆÆ=

L# YcY´=uc
mÓ≠TÀÏÌÀÃôÚñóòûö°ô

≥îóìôuìòìîó¶ßwôYfjulwô¨g©ÆÆ=

>?#@A
u=Ø∞„iTiÃ—“HÜ±≤≥ˇ¥µÂp∂t L# YcYdS∑Nu

vg
∏Rπ

>?#@A
Y=ôíî®ûùûìòôsòûö°ôyî•ô≥îóìô†î¶ûùûïûìòô†üóô¶ßûùõóìöôÄûïßôpÉ≤yôjòìúìóìô

®üïüóôîöõôûöïìùùì¶ïñîùôõûòî§ûùûïûìòlôûöô∫î£îöôlômôoûïìóîïñóìôuìúûìÄ L#
YcYdS™Tu¨

i∫Ycipª

º~t

u¨ïßô≤öïìóöîïûüöîùôíî®ûù•ô

Úñóòûö°ô≥üö†ìóìö¶ì

BC#DEF
u=›fifl{ç~>?@ABCabcHdefghimn;Hop

L# YcYdSYT
efghijCaklC;CDm

;nopqrst

BC#DEF
Y=>?@ABCabcHdefghijdeHkglmn;HopTdefghi

HrstuvwxHyz>^H_`abT L# YcYdSYT
efghijCaklC;CDm

;nopqrst

GH#IJ
uˇΩTãÇæo{|}~øTÏËi¿⁄oH¡¬vyzˇO√ãÇå{ºI~

mÓ≠ƒT≈q L# YcY´SuuT

ij∆«?^C;W

jY´f™©cYYÆld»ô

nî°ì™f©™djYcY´=uYl

GH#IJ
YˇãÇåHıÙ…ÍƒTvıÙıÓ iÓÏTˇ·ÃÀÃm≈q L# YcY´SuYT

ijõÕÆØVWjcd´™©u¨™™l¨u

»uYCônî°ì¨´d©¨ddjYcY´=uYl

GH#IJ
fˇŒ`ıiÀœmÃË–—@“O”{|}~klCØ{ç~v‘`’÷◊ÿÜ

ÔˇefŸ⁄äI~klCÜÔ¤Ä{à}â‹› L# YcY´SgT

ijÎfimlÍKïÙ¨flC;

WjYuÆd©YgYÆl´¨»fCônî°ìuuu©

uudjYcY´=cgl

KL#MN8 u‡·‚≠„Hd“`è‰GÂÊ–âhirsHNO L# YcY´SucT eÆfhijõÕÆØC;

KL#MN8 YÁËÜÔØHÇÉvØ⁄ÈÍ{gI~FMpƒT L# YcY´SucT eÆfhijõÕÆØC;

3O#P8 uˇÚ≤≥sKv≥s{ÎÏÌ˘’~ÓÔH◊{ºI~klåHd–îpqrst L# YcY´S¨T ΩêÆØwô™djYlwYfY©Yfg

3O#P8 YôÒwÚoÛÙıêHÛÙvˆ˜‰≠¯Ô{gI~˘˙`˙©pqrst L# YcY´S¨T ΩêÆØwô™djYlwY´g©Yd™

3O#P8

fôq††ì¶ïôü†ôyü®ìòïû¶ôxûüùìö¶ìôüöôïßìôµìîùïß©óìùîïìõôÜñîùûï•ôü†ôoû†ìôü†ô

nóì°öîöïôrü®ìöôõñóûö°ôïßìô≥¥x≤y©ugônîöõì®û¶pqrst

≥¥x≤y©ug˚¸ÈÍ”ŸHyü®ìòïû¶ôúûüùìö¶ìCˆ„H

ÇÉg¨Üñîùûï•ôü†ôoû†ì{˝–~fg

L# YcY´S¨T

∫üñóöîùôü†ô∫î£îöôµìîùïßô

Éìõû¶ûöìômòòü¶ûîïûüöwôûöô

£óìòòwffjYlwYcc©Yc¨

3O#P8 ´ô≠„ÇÉ˛qŸˇhivÅ!âΩ"{ºI~ãÇåHg˚spqrst L# YcY´SgT ijõÕÆØVWø¨ujuclw
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 !" #ABCDEFGH"I
J#.

L#HM

NOPQ

NRHST

NOUBNRVWG

PQNRC;GH"I

!"#$
Y=N>?@AHBCaCbcdefggdhijklmnHop=Trstutvwxy

z^_T`abcd L# efegShT

`ijkd

lmnoznt_rpq

rehs

tuYvYf

%&#'(

YcwxyDz{|}~l�ÄÅHÇOÉÑÖÜáàâäÉHãåçéèFêëa

è

L#

íìîï!ñ

óòô!öñ

õúùSgT lmnoznûeeuhYü†fûefe†
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(4)学会発表
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(5) 研究補助金等外部資金の受入れ状況（科研費・外部資金等） 

【看護学科】 
代表者名  研究課題  助成元  

望月 千夏子  中小企業の技能実習生のヘルスリテラシー育

成プログラムの開発（研究分担者）  

科研費 基盤研究（C）  

内藤 亜由美  高齢者褥瘡のシームレスケアモデルの構築：

マルコフモデルを用いた分析（研究分担者）  

科研費 基盤研究（C）  

小林紀明  介護支援専門員の協働的能力における家族介

護者支援に関する研究  

科研費 基盤研究（C）  

倉田慶子  多職種と共に在宅重症心身障害者と母親を支

援するプログラムの開発  

科研費 若手研究  

望月 千夏子  中小企業の技能実習生のヘルスリテラシー育

成プログラムの開発（研究分担者）  

科研費 基盤研究（C）  

 
【リハビリテーション学科理学療法専攻】 

代表者名  研究課題  助成元  

斉藤琴子  非利き手での箸操作練習の効果を表面筋電図

で可視化して評価しよう ！  

科研費 ひらめき☆ときめ

きサイエンス  

 
【リハビリテーション学科作業療法専攻】 

代表者名  研究課題  助成元  

鈴木雄介  社会的行動障害の症状を有する脳損傷患者

の家族介護者への支援プログラムの構築  

科研費 基盤研究（C)（一

般）  

岡本絵里加  認知症の人を理解するパーソンセンタードケ

アに基づいた認知症教育プログラムの開発  

科研費 研究活動スタート

支援  

 
【薬学部】 
代表者名  研究課題  助成元  

市川 智恵  トリコスポロンの高病原性コロニーに発現する

病原因子と感染メカニズム  

科研費 基盤研究（C）  
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石川 吉伸 AS-MSによる PD-1ーPD-L1 低分子阻害剤の深索 科研費 基盤研究(C) 

加藤 紘一 AS-MSによる PD-1ーPD-L1 低分子阻害剤の深索

（分担者）  

科研費 基盤研究(C) 

塩田 清二 脊髄損傷後の PACAPの神経新生・再生作用によ

り修復メカニズムの解明（分担者）  

科研費 基盤研究(C) 

曾川 甲子郎 ヒト iPS 細胞を用いた神経毒性物質の高感度検

出システムの開発 

科研費 基盤研究(C) 

塩田 清二 スポーツアロマによるマイオカイン分泌促進作

用の分子基盤 

科研費 基盤研究(C) 

田中 怜 内服困難な患者にも使用可能なガバペンチノイ

ド系全身作用型鎮痛外用剤の開発  

科研費 基盤研究(C) 

２）茅ヶ崎看護専門学校

①国家試験結果

国家試験全員合格を目指し取り組んできたのだが、結果としては、2024年度看護師国家試験合格

率 93.7％ 必修問題学内平均 46/50 点、一般・状況学内平均 177/250 点（全国平均 90.1％。必修

46.2/50点、一般状況 179.2/250点）と、合格率は全国平均を上回る結果にはなったが 100％達成と

はならなかった。

②休退学防止

今年度は原級留置き者を出さないことを目標に取り組んだ。結果として 15 名（1年 9 名、2年 3
名、3年 3 名）が退学。主な理由は以下４点であった。 

(１)進路変更(２) 体調不良（疾病）(３) 精神不安(４)学習意欲喪失

進路変更が 10 名と一番多く、看護師になるという強い職業意識を持てないまま入学して退学す

る者が増加傾向にある。今後も、入試での見極め、学校説明会において動機づけを維持していくよ

うな取り組みを継続していき、事前に問題に気付き解決する関わり方も再度徹底していく。

③志願者・入学者の確保

社会人の出願者数は 2023年度 19 名に対し 2024年度は 9 名と半数以下の結果と推薦入試にいた

っては 2024 年度 0 名と、公募推薦に対する高校の指導においても変化が見られていると考えられ

る。

また、ふれあいグループ勤務者と関係者を対象にした「ふれあい特別推薦入試」からの出願者獲

得が 2022 年度より 3 ヶ年連続した入学者の獲得を達成できており、今後も引き続きふれあいグル

ープ医療関係者として資格取得希望者など潜在的にいる対象者の募集活動に努めていく。

看護系希望者が減少とされる背景には、18歳人口の減少から大学全入とされる社会情勢が大学志

向の加速を後押しし、通信・サポート校への進学者増加や公立高校の統廃合も進むなかで学力への

不安や分野難易度の敬遠傾向が見られている。そのため、今までの指定校や重点高校だけではなく、

通信制・定時制の高校などにも、高校訪問先の拡大を行う必要がある。

AO入試が 2023年度 29 名から 2024年度 32 名と総数が増加したが、実施回数を 2回から 4回
に増やしているため、1回平均が 14.5 名から 8 名と大きく減少している。 
さらに指定校推薦が 15 名から 7 名と大幅な減数となり、進路決定時期など年度毎の傾向が異な

ってはいるが、専門学校との差別化以外にも大学との競合視点も必要となっている。結果 46 名（昨

年 68 名）の入学実績であり、今後の学生確保において志望度の高い看護師希望者との接触契機拡
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大と、継続フォローによる重点的な個人へのアプローチを強化した募集活動が求められると考える。 

④ふれあいグループへの就職促進

ふれあい奨学金受給者は、各学年 40 名を目標とし、ふれあい奨学金受給の説明・採用・受給の対

応を支援したが、3年生 42 名、2年生 37 名、1年生 38 名の計 117 名が受給となった。 

ふれあいグループ就職者は、80 名定員のうち、60 名（75％）を目標とし、卒業生 65 名中、55 名

（84.6％）が就職した。ふれあい奨学金を受給していない 13 名が就職した。 

今後も、受給者・就職者共に増加するように支援していく。 

３）茅ヶ崎リハビリテーション専門学校

①休・退学防止

理学療法学科 １８名（１年 １５、２年 ０、３年 １、４年 ２）、作業療法学科４名（１

年 １、２年 ３、３年 ０、４年 ０）、言語聴覚学科７名（１年 ７、２年 ０）計２９名の

退学者を出した。 

理学療法学科は、2024年度は特に１年次の退学者が激増した。入学希望者の減少に伴う全入の

影響は大きく、学内教育で改善に至らない低学力の学生に対する教育方針の再検討が必要である。

学生数が少ないことや 2026年度生からの募集停止を踏まえ、進級と卒業を第一優先にした学生対

応に変更を行う。よって、今後も休退学者数は低く保たれるだろうが、国家試験合格率の低下が懸

念される。言語聴覚学科は、2024年度の１年次の休退学者数が大幅に増加した。家庭の事情や本

人の体調の問題が主なものであるため防止策を講じることは難しいが、可能な限りクラス運営の中

でフォローアップの体制を強化する必要がある。 

②国家試験合格率

理学療法学科は 2 年連続の全国平均以上の 98％、作業療法学科は初めての 100％、言語聴覚学科は

安定の 80％台後半と、3 学科とも最低目標である全国平均以上の数字を残すことができた。各科の国家試

験対策が毎年改良を重ねて取り組めていることが功を奏したと考える。また、新年度は、理学療法学科の

62 名中 8 名が留年経験者であることは注意すべき点で、より手厚い指導と管理が必要となる。昨今は個々

の学生の気質に合わせたサポートが望まれる中で、出来る限りの指導と適正な評価の実施といった対策を

継続する。 

③学生募集の強化

コンタクト者数 前年とほぼ同数で横ばいであったが結果的には来校者が大幅に減少した。 

来校者数 大学の設置等に伴う諸問題により募集活動の出遅れが最後まで影響し、来校者数は激

減した。医療系全体の人気の翳りをはじめ、予測できなかった要件がいくつかある。 

出願者数 前年と比較して、理学療法学科−12 名、言語聴覚学科+1 名 理学療法学科の減少傾

向に歯止めがかからない。 

出願率 学校説明会に来てくれさえすれば、高い出願率の自信があったが、来校 

しない限りは歩留まりに結びつかない。大幅な来校者の減少が結果とし 

て出願率の大きなマイナスにつながった。 

④就職指導（グループへの就職希望者の増大、グループとの連携強化）

令和 6 年度は 46 名(52.9%)の学生をグループに入職させることができた。

グループ施設での臨床実習で卒業生による熱心な指導・活躍する現場を体験しグループの理念に共感し
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就職を希望する学生は年々増えている。 

一方で入職予定者の中には問題(成績不良・対人能力が低い・合理的配慮が必要等)を抱え、将来の国

試合格・臨床現場への適応が懸念される学生もおり、今後は職場への順応・離職防止策として人事課・学

校・配属先がこのような学生の情報・対応方法等の共有を効率よくできるシステムをより充実させていく必要

がある。 

言語聴覚学科は理学療法学科、作業療法学科より就職希望者が少なく、就職説明会・就職面談にて入

職の利点をしっかり周知すると共に優秀な人材には早期から積極的に働きかける必要がある。さらに、社会

人経験や既婚者の多い学科であることを考慮し、希望勤務地に入職できる工夫をすることも改善策の 1 つ

である。 

４）湘南医療大学附属下田看護専門学校

① 入学試験状況

年度 結果 入学者数 充足率 出願者 

Ｒ７ 定員未達 ７ 23.3％ １０ 

今年度定員未達となった主な要因は、初動の遅れが最も大きな要因と考える。 

また６年連続未達となった要因の１つ目は、少子化・過疎化に伴う少ない新卒者数の減少と考え

る。 

もう一つの逆風が、看護師希望者自体の減少である。全国的に２０１４年をピークに専門学校の

受験者数は約９万５千人から約３万６千人へと約６万人減少した。大学も２０１９年をピークに減

少に転じている。ここ１０年で大学数は１００校弱増加している中、今年度は２０１４年実績より

も１万人少ない状況となった。 

ここ１０年間、大学専門学校の定員は増加してきたが、受験者数は、７万人近く減少している。

特に今年は、昨年より高校卒業者が増加しているにも関わらず、前年と比較して２万人も減少して

おり、看護師希望者の減少は加速している。 

次年度以降は、学費減額を行い、ディスアドバンテージが一つ減ることとなる。来年度の効果を

期待したい。 

② 実習施設との連携

臨地実習指導者会議を活用し、学生のレジネスを共有化し、実習目標の確認・指導要領の確認が

できた。同時に、前年度の実習評価から発生した課題への指導方法の確認をすることで、連続性と

統一性をもって実習の指導が実施できた。

③ 国家試験の合格率向上(90%以上)を目指す

目標達成は未達となった。

例年同様に教材の充分な活用と学内模試試験を活用したが、合格に至らない学生が１１名いた。

開校以来２番目に悪い結果となった。准看護師の試験は、全員合格した。不合格の原因としては、

当該学年の固有の事情が大きいと考える。クラスの不和、自省の不足、取り組み意識の希薄さな

ど、この学年が、在学中に解決できなかった課題がそのまま結果につながった。

④ 休退学の防止

休退学を未然に防ぎ、全員卒業を目指していたが、退学者４名が発生し、目標達成は未達となっ

た。
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１名は、経済的事情で復学が難しいということで、休学からの退学となった。のこり３名は、看護

師を目指していなかったことが主な要因である。それぞれ、自分の新たな進路を見つけそこに進む

ことを選んだ。今年度も、各学生の個別の事情が大きかったと思われる。 
 

⑤ ふれあいグループへの就職の促進 
今年度は、１８名／３３（５４％）がふれあいグループへの入職となった。ふれあいグループへ

の就職率は、目標未達となった。次年度以降も、奨学金の利用者の減少は、ふれあい就職に影響が

見込まれる。 
 
５）医療ビジネス観光福祉専門学校 

➀ ふれあいグループに有益な人材の供給 

 介護福祉学科・医療ビジネス学科からグループへ人材を供給することができた。25 名のうち 14

名がグループに入職しており、就職希望者に対して 56％となった。 

 2024年度 ふれあいグループへの就職 

  介護福祉学科            18 名中  9 名 

  医療ビジネス学科 医療事務コース      7 名中   5 名 

  次年度も引き続き、各学科とも以下の通りグループへの人材供給を目指す。 

介護福祉学科では技術力と実践力を現場実習で磨き、患者・利用者に信頼される介護福祉士の養成

を目指す。医療ビジネス学科では必備資格と検定の保有数を増やし、即戦力として活躍できる人材

の育成を目指す。 

 

➁ 休学者・退学者の撲滅 

 休退学者を出さないために入学前から卒業まで「進学相談」「生活指導」「学習指導」「キャリア指

導」を継続的かつタイムリーに実施したが、完全な撲滅には至らなかった。 

 2024年度 休退学者 

  2年生 年度当初 47 名 退学除籍  0 名（うち留学生 0 名）退学除籍率 0％   

1年生 年度当初  68 名 退学除籍  4 名（うち留学生 1 名）退学除籍率 5.8％  

  全体の退学除籍率：3.4％ （2023年度 10.8％ 2022年度：7.6%） 

  在籍者総数 115 名中、退学除籍者（1、2年合計）4 名、うち留学生の退学除籍者が 1 名  

（3.4%）と昨年の 10.8%（2023年度 129 名中 14 名）よりも減少させることができた 

日本人の退学除籍者 4 名のうち 3 名が家庭環境及び精神的事由に起因するものであったため、次

年度以降はより一層カウンセリング等を活用した休退学防止策を実施する。 

 

➂ 魅力ある学校づくり～国家試験、民間資格取得に向けた取り組み 

 2020年度から引き続き、合格率向上を目標として、ゼミ授業や検定対策及び日々の補習授業や資

格直前対策期間を設け、集中的に授業を実施した。その結果、各学科・コースの一人あたりの平均

資格取得数と介護福祉試験結果は以下の通りとなった。 

 

学科別平均資格取得数 

 医療ビジネス学科 平均して 6.9種 

 観光学科        平均して 4.2種 

 介護福祉学科  介護福祉士試験（国）  18 名中 13 名合格（合格率 72.2％） 

介護福祉学科では、国家試験の結果、13 名が合格となり正式に介護福祉士となった。 
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④ 実習施設との連携 

 介護福祉学科の施設実習、医療ビジネス学科の病院実習では、多くの施設と連携を取ることが

出来、それがグループ施設への入職者数増加にも結び付いたと思料される。 

介護福祉学科 連携施設 15 施設 

 特別養護老人ホーム ふれあいの森、ふれあいの麗寿、ふれあいの泉（3 施設） 

 介護老人保健施設 ヒルズ東戸塚、ふれあいの桜、ふれあいの町田、ふれあいの百合 

湘南シルバーガーデン（5 施設） 

 訪問介護  ふれあい横浜 HP、元町ケアセンター（2 施設） 

 通所リハビリ     ふれあいの桜、ふれあいの渚（2 施設） 

 通所介護  ふれあいの泉、ふれあいの森、元町ケアセンター（3 施設） 

医療ビジネス学科 連携施設 12 施設 

 湘南東部総合病院、茅ヶ崎中央病院、ふれあい東戸塚ホスピタル、ふれあい横浜ホスピタル、ふ

れあい鶴見ホスピタル、ふれあい平塚ホスピタル、ふれあい鎌倉ホスピタル、さがみ野中央病院、

ふれあい町田ホスピタル、湘南さくら病院、康心会汐見台病院、大和成和病院 

 

⑤ カリキュラム再編と指導力向上 

全員就職を目標に、エンプロイアビリティを学生に身につけるために全教職員が学生指導に関わ

り、授業～就職活動～卒業まで一貫した指導内容の充実を図った。 

・自立した社会人に必要とされる専門スキルと社会人基礎力向上を図り、グループ理念の実践者に

なるための教育指導を展開した。 

・学生各人の能力に応じた指導目標を設定し、個別にキャリアカウンセリングを行った上で、就職

に活かせる専門技術を身につけさせた。 

・医療従事者をはじめとする各学科における専門性を身につけるためのカリキュラムと指導を展開

し、資格取得対策に力を注いだ。 

・グループ施設と連携を取り、カリキュラム再編の参考とした。また、指導内容に反映させた。 

・技術及び能力の顕在化を図った（資格取得、就職先内定など）。 

 
 

６）幼保連携型認定こども園みどり幼稚園 

〇健康 （健康で安全な生活を作り出す視点から捉え、いろいろな状況に思い巡らせ心や体を働か

せる）の目標は達成した。 

〇人間関係 （自立心を育て、人と関わる視点から捉え、他の人々と親しみ思いを巡らせ支えあっ

て生活する）年齢に合わせた取り組みを行った。 

〇環境 （周囲の環境に好奇心や探究心を持って関わり、生活に取り入れていこうとする視点から

捉え、考えたり扱ったりする）自然に触れて生活し、その大きさや美しさ、不思議さなどに気付く。

など毎日の保育活動で保育者や友だちの影響を受けて習得することができた。 

〇言葉 （言葉に対する感覚や言葉で表現する視点から捉え、経験したことや考えたことなどを自

分なりの言葉で表現する）保育者やともだちの言葉、話に興味や関心をもち、親しみを持って聞い

たり、話したりする。生活の中で必要な言葉が分かり、使うことができる。親しみを持って日常の

挨拶をする。絵本や物語などに親しみ、興味を持って聞き、想像する楽しさを味わう。などは日々

の園生活の中で培われていった。 

〇表現 （豊かな感性や表現する力を養い、創造性を豊かにする視点から捉え、感じたことや考え
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たことを自分なりに表現する）、作品展などを通して、成果を見ることが出来た。 

（教職員） 

教職員・保護者と連携・協力をして園児の安全確保に努めた。保育活動や年間行事を計画し、活

動や行事を通して園児の成長に繋げた。保育園は毎月、幼稚園は２ヶ月に一回、避難訓練を行い（地

震・不審者・火災など）非常時に対応できるよう日頃から危機管理を意識し、日々話し合い、研修

などで確認した。ふれあい全体研修会保育部会に参加、専門的知識のスキルアップ、乳幼児の健康

管理の対応など再確認、知識を深めた。 

湘南医療大学の学生を受け入れ、幼児理解の学習に役立てた。 

その他 

○ 人事計画及び組織

（１）人事計画

湘南医療大学保健医療学部看護学科は、入学定員増（80 名→140 名）3年目となった。薬学部は、

専任教員の段階的配置計画を踏まえ、教員 41 名となり、大学全体教員数及び教授数の変更に対応

した。また、大学院修士課程に、新領域「医療・マネジメントエグゼクティブ領域」を設置するた

め、専任教員を 1 名確保した。さらに、ふれあいグループに介護人材を供給するため、大学に新た

に別科介護福祉士学校（2年制）を設置するため、専任教員 3 名、事務職員 1 名（2 名は現職の異

動）確保した。

なお、認定こども園みどり幼稚園及び湘南医療大学附属下田看護専門学校は、慢性的に教員の確

保が必要であったため、教員募集サイトの活用及び教員派遣会社への登録を行い、教員の確保に努

めた。また、2025年度は、湘南医療大学保健医療学部看護学科専任教員が、湘南医療大学附属下田

看護専門学校の複数科目を担当する。

（２）組織
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○ コンプライアンスの徹底（継続）

・学園の規程に則り、理事会、評議員会を実施した。また、各校園での会議、委員会も予定通り開

催し、学校運営の充実を図った。 
・リハビリテーション学科はリハビリテーション教育認証評価を受審し、両専攻とも認証された。

・薬学部は、中間認証評価（自己点検評価）が 2025 年度に予定されているため、その準備に向け

て、自己評価により達成されていない事項を洗い出して対策を検討した。 
・各専門学校においては、専修学校各種学校協会の自己点検評価項目に沿って実施し、ホームペー

ジに評価結果を公表した。 
・教職員ハンドブックや職員手帳に基づき、全教職員の入職時に学園の行動指針や行動規範を説明

し、コンプライアンスの意識を高めた。 

○ 規程の整備 
2025（令和 7）年 4 月に施行される私立学校法の改正に合わせ、寄附行為変更認可申請を行い、

2025年3月に認可された。また、寄附行為改正に合わせ、他の規程の修正や新規策定を行った。 

Ⅴ 財務状況 

（１）決算の概要 

①貸借対照表の状況と経年比較 

ア）貸借対照表の状況と経年比較 

総資産額は、17,447百万円で前年度に対して232百万円の減少、負債総額は5,516百万円で前

年度に対して61百万円の減少となった。負債額の減少は、長期未払金、短期借入金、預り金の減

少によるものである。なお、負債額（前受金を除く）の総資産額に占める割合は、23.22％であ

る。 

 
 
 

 
 
 

 

科　目 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

固定資産 12,825,122 15,182,720 14,606,920 14,339,804 13,888,303

流動資産 4,555,764 3,845,976 3,469,393 3,340,145 3,559,005

資産合計
17,380,887 19,028,697 18,076,313 17,679,950 17,447,309

固定負債 2,724,734 1,037,211 961,887 835,744 3,402,763

流動負債 1,781,642 4,695,303 4,628,069 4,742,365 2,113,565

負債合計
4,506,377 5,732,515 5,589,957 5,578,109 5,516,329

基本金
13,471,970 16,031,469 16,212,351 16,582,127 16,674,687

繰越収支差額
△ 597,461 △ 2,735,287 △ 3,725,994 △ 4,480,286 △ 4,743,707

純資産
12,874,509 13,296,181 12,486,313 12,101,840 11,930,979

負債及び純資産の部合計
17,380,887 19,028,697 18,076,313 17,679,950 17,447,309

減価償却累計額
2,692,263 3,021,632 3,541,795 4,065,098 4,582,184

（単位：千円）

貸借対照表の経年比較
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イ）財務比率の経年比較 

 

 

②資金収支計算書関係  

ア）資金収支計算書の状況と経年比較 

（資金収支） 
収入：学生生徒等納付金収入は、前年度2,600百万円より約163百万円の増収で2,764百万円と

なった。また、寄付金収入は、湘南医療大学運転資金の受配者寄付金配布400百万、また学校法人

の学術研究活動振興、課外活動教育活動振興を目的とする特定公益増進法人に対する寄附 57 百万

円を受け、457 百万円であった。補助金収入は、大学経常費補助金等、4 専門学校、幼保連携型認

定こども園みどり幼稚園への補助があり、総額として 637 百万円（前年度 590 百万円）であった。

前年度繰越支払資金2,915百万円により、資金収入合計は6,991百万円となった。 

 支出：人件費2,222百万円、教育研究経費1,085百万円、管理経費359百万円、施設関係支出38
百万円などとなった。 
上記の結果、法人全体として翌年度繰越支払資金は3,110百万円となり、期首に比べて195百万

円増加した。 

（単位：％） 

分　類 比 率 算式（×100％）

総 負 債 － 前 受 金
総 資 産

純 資 産
総 資 産

流 動 資 産
総 資 産

流 動 資 産
流 動 負 債

固 定 資 産
純 資 産 + 固 定 負 債

前 受 金
現 金 預 金

現 金 預 金
前 受 金

繰 越 収 支 差 額
負 債 ＋ 純 資 産

2023年度

(R6.3.31)

23.35%

68.45%

18.89%

70.43%

110.84%

49.72%

201.14%

-25.34%

2022年度

(R5.3.31)

23.17%

69.08%

19.19%

74.96%

108.62%

45.92%

217.75%

-20.61%

2024年度

(R7.3.31)

23.22%

68.38%

20.40%

168.39%

90.57%

47.08%

212.40%

-27.19%

区 分 2020年度

(R3.3.31)
2021年度

(R4.3.31)

財

務

状

況

負 債 率 18.92% 23.15%

純 資 産 構 成 比 率

流 動 比 率

流 動 資 産 構 成 比 率

前 受 金 構 成 比 率

固 定 長 期 適 合 率

繰越収支差額構成 比率

前 受 金 保 有 率

74.07%

26.21%

255.71%

82.22%

31.69%

315.59%

-3.44%

69.87%

20.21%

81.91%

105.93%

38.74%

258.14%

-14.37%
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イ）活動区分資金収支計算書の状況と経年比較 

教育活動による資金収支収入は4,059百万円支出は3,663百万円で差引395百万円の収入超

過となった。 

施設整備等活動による収入は、0円、支出は63百万円で差引63百万円の支出超過となった。 

その他活動による収入は30百万円、支出は169百万円で差引166百万円の支出超過となった。 
上記の結果、翌年度繰越支払資金は3,110百万円となり、昨年度の 2,915百万円より195百万

円増加した。 

科目 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

学生生徒納付金収入 2,261,001 2,261,123 2,447,984 2,600,941 2,764,492

手数料 43,961 44,294 52,819 43,364 45,420

寄付金収入 676,072 525,435 100,051 215,008 457,166

補助金収入 457,065 468,599 519,620 590,207 637,376

資産売却収入 0 1,474 0 0 0

付随事業・収益事業収入 36,140 38,422 36,043 32,302 27,760

受取利息・配当金収入 113 32 27 23 1,281

雑収入 65,241 75,994 84,586 101,152 127,814

小計　① 3,539,593 3,415,373 3,241,130 3,582,997 4,061,309

借入金等収入 0 1,000,004 0 0 0

前受金収入 1,217,746 1,326,957 1,401,488 1,449,276 1,464,637

その他の収入 280,489 50,204 66,171 63,629 42,931

資金収入調整勘定 △ 1,243,714 △ 1,273,591 △ 1,373,056 △ 1,443,281 △ 1,492,042

収入の部合計　Ａ 3,794,114 4,518,947 3,335,733 3,652,621 4,076,835

科目 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

人件費支出 1,533,976 1,753,838 1,945,385 2,060,698 2,222,823

教育研究経費支出 476,906 542,775 1,019,365 1,025,490 1,085,200

管理経費支出 333,829 335,597 345,325 334,320 359,098

借入金等利息支出 37,736 20,282 24,526 20,888 33,589

借入金等返済支出 303,972 103,968 103,968 81,108 127,002

施設関係支出 394,593 2,359,282 26,176 210,290 38,576

設備関係支出 32,781 28,332 100,461 30,941 24,951

小計　② 3,113,793 5,144,074 3,565,206 3,763,735 3,891,239

資産運用支出 0 56 4,130 751 1,509

その他の支出 471,172 193,083 384,853 295,425 295,425

資金支出調整勘定 △ 200,556 △ 400,609 △ 244,817 △ 270,566 △ 335,814

支出の部合計　Ｂ 3,384,409 4,936,604 3,709,372 3,789,345 3,852,359

科目 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

資金収支差額（①-②） 425,800 △ 1,728,701 △ 324,076 △ 180,738 170,070

資金収支差額（Ａ-Ｂ） 409,705 △ 417,657 △ 373,639 △ 136,724 224,476

翌年度繰越支払資金 3,843,075 3,425,420 3,051,780 2,915,055 3,110,868

資金収入差額
の部

資金収入の部

資金支出の部

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

資金収支の経年比較

52



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学生生徒等納付金収入

手数料収入

特別寄付金収入

一般寄付金収入

経常費等補助金収入

付随事業収入

雑収入

教育活動資金収入計

人件費支出

教育研究経費支出

管理経費支出

教育活動資金支出計

差引

調整勘定等

教育活動資金収支差額

施設設備寄付金収入

施設設備売却収入

施設設備補助金収入

施設整備等活動資金収入計　

施設関係支出

設備関係支出

施設整備等活動資金支出計　

差引

調整勘定等

施設整備等活動資金収支差額

小計 （教育活動資金収支差額＋施設整備等活動資金収支差額）

借入金収入

貸付金回収収入

預り金受入収入

仮払金回収収入

その他の固定資産回収収入

預託金回収収入

敷金回収収入

立替金回収収入

小計

受取利息・配当金収入

過年度修正収入

収益事業元入金回収収入

その他の活動資金収入計

借入金等返済支出

貸付金支払支出

その他の固定資産支払支出

仮払金支払支出

預託金支出

預り金支出

立替金支出

出資金支出

収益事業元入金支出

小計

過年度修正支出

借入金等利息支出

その他の活動資金支出計

差引

調整勘定等

その他の活動資金収支差額

支払資金の増減額 （小計＋その他の活動資金収支差額）

前年度繰越支払資金

翌年度繰越支払資金

134,077,309

△ 122,082,004

0

△ 122,082,004

△ 373,639,522

3,425,420,125

3,051,780,603

0

47,080

0

804,373

0

4,130,978

109,550,967

0

24,526,342

0

11,090,132

27,673

877,500

0

11,995,305

103,968,536

600,000

0

△ 251,557,518

金　　額

0

0

11,090,132

0

0

0

0

0

0

0

26,176,700

100,461,655

126,638,355

△ 126,638,355

△ 181,118,153

△ 307,756,508

1,945,385,698

1,019,802,815

345,325,706

3,310,076,419

△ 69,847,947

126,046,937

56,198,990

金　　額

0

2022度

2,447,984,405

52,819,040

100,000,000

51,000

519,620,993

36,043,864

83,709,170

3,240,228,472

124,330,466

878,098,534

0

878,098,534

△ 417,655,774

3,843,075,899

3,425,420,125

0

23,220

0

0

56,445

0

104,048,201

0

20,282,265

34,423

1,002,396,429

32,571

0

0

1,002,429,000

103,968,536

0

0

△ 1,295,754,308

金　　額

1,000,004,000

0

2,358,006

0

0

0

0

1,474,146

0

526,900,031

2,359,282,821

28,332,166

2,387,614,987

△ 1,860,714,956

178,341,649

△ 1,682,373,307

1,753,837,941

542,774,833

335,596,811

2,632,209,585

256,234,929

130,384,070

386,618,999

金　　額

525,425,885

2021度

2,261,123,972

44,294,000

0

10,000

468,599,866

38,422,462

75,994,214

2,888,444,514

活動区分資金収支計算書の経年比較

（単位：円）

△ 166,041,854

195,812,998

2,915,055,596

3,110,868,594

0

1,509,369

132,330,072

3,149,366

33,589,206

169,068,644

△ 166,041,854

0

827,417

0

3,026,790

127,002,840

0

0

0

40

3,817,823

0

0

636,305

0

0

0

281,328

917,633

1,281,740

38,576,978

24,951,607

63,528,575

△ 63,528,585

678,951

△ 62,849,634

361,854,852

金　　額

0

2024度

2,764,492,471

45,420,295

400,000,000

57,166,000

637,376,549

27,760,424

126,987,111

4,059,202,850

2,222,823,793

1,085,200,419

355,949,331

3,663,973,543

395,229,307

29,475,179

424,704,486

金　　額

0

0

0

0

0

0

0

0

303,972,536

375,000

0

0

0

△ 323,978,429

0

△ 323,978,429

409,706,977

3,433,368,922

3,843,075,899

0

1,570

20,000

173,841

13,805,567

113,817

272,095,457

733,685,406

そ

の

他

の

活

動

に

よ

る

資

金

収

支

科　　目 金　　額

収

入

0

0

13,296,715

313,441

37,736,000

342,083,536

0

4,185,723

18,105,107

支

出

303,972,536

0

461,589,949

施

設

整

備

等

活

動

に

よ

る

資

金

収

支

科　　目 金　　額

収
入

675,872,914

0

7,628,000

683,500,914

支
出

394,593,455

32,781,387

427,374,842

256,126,072

15,969,385

60,000

140,000

449,437,072

36,140,756

65,241,081

2,855,982,081

教

育

活

動

に

よ

る

資

金

収

支

科　　目 2020年度

収

入

2,261,001,410

43,961,762

支

出

1,533,976,678

476,906,251

333,454,364

2,344,337,293

511,644,788

△ 50,054,839

2023度

2,600,941,057

43,364,925

200,000,000

15,008,000

590,207,926

32,302,529

99,434,050

3,581,258,487

2,060,698,942

1,025,490,569

332,332,357,240

3,418,546,751

162,711,736

44,130,639

206,842,375

金　　額

0

0

0

0

210,290,214

30,941,020

241,231,234

△ 241,231,234

△ 13,750,421

△ 254,981,655

△ 48,139,280

金　　額

0

120,000

15,992,157

0

0

10,210

0

489,920

16,612,287

23,697

1,717,976

0

18,353,960

81,108,505

1,800,000

0

418,805

8,190

0

0

751,753

84,087,253

1,963,700

20,888,734

106,939,687

△ 88,585,727

0

△ 88,585,727

△ 136,725,007

3,051,780,603

2,915,055,596
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ウ）財務比率の経年比較 

・教育活動資金収支差額比率

③事業活動収支計算書関係 

ア）事業活動収支計算書の状況と経年比較 

教育活動収支差額は、-141百万円となった。 

事業活動収入：学生生徒等納付金、手数料、寄付金、補助金、事業収入、雑収入等は資金収支計算

書収入の部と同様の要因により4,063百万円となり、前年度に対して476百万円の増収となった。 
 基本金組入額合計は-92 百万円となり、基本金組入前当年度収支差額（帰属収入）は、-170 百万

円となった。 

事業活動支出：資金収支計算書の支出の部と同様の要因で、4,205百万円となった。 

当年度収支差額：当年度収支差額は、-263百万円となった。 

（単位：％） 

2024年度
（２０２５．３．３１）

△ 3.5

算式(×100％)

6.0

比　　　率

教育活動資金収支差額比率
教 育 活 動 資 金 収 支 差 額

教 育 活 動 資 金 収 入 計

2023年度
（２０２４．３．３１）

△ 10.3

2022年度
（２０２３．３．３１）

△ 24.7

2021年度
（２０２２．３．３１）

△ 3.0

2020年度
（２０２1．３．３１）
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イ）財務比率の経年比較 

人件費比率、教育研究経費比率、管理経費比率、事業活動収支差額比率、学生生徒等納付金比

率、経常収支差額比率等は次の表の通りである。 

科目 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

学生生徒納付金 2,261,001 2,261,123 2,447,984 2,600,941 2,764,492

手数料 43,961 44,294 52,819 43,364 45,420

寄付金 2,117 3,349 103,730 221,324 461,923

経常費等補助金 449,437 468,599 519,620 590,207 637,376

付随事業収入 36,140 38,422 36,043 32,302 27,760

雑収入 65,247 76,029 84,773 99,451 126,987

教育活動収入計 2,857,906 2,891,819 3,244,972 3,587,592 4,063,960

人件費 1,544,267 1,764,677 1,959,789 2,067,716 2,238,636

教育研究経費 755,260 826,365 1,654,564 1,507,403 1,562,450

管理経費 385,557 387,781 431,665 382,419 404,273

徴収不能額等 0 0 0 0 0

教育活動支出計 2,685,084 2,978,824 4,046,020 3,957,539 4,205,360

教育活動収支差額 172,821 △ 87,004 △ 801,048 △ 369,947 △ 141,399

受取利息・配当金 113 32 27 23 1281

その他の教育活動外収入 0 0 0 0 0

教育活動外収入計 113 32 27 23 1281

借入金等利息 37,736 20,282 24,526 20,888 33,589

その他の教育活動外支出 0 0 0 0 0

教育活動外支出計 37,736 20,282 24,526 20,888 33,589

△ 37,623 △ 20,249 △ 24,498 △ 20,865 △ 32,307

135,199 △ 107,254 △ 825,546 △ 390,812 △ 173,707

資産売却差額 0 0 0 0 0

その他の特別収入 691,175 530,416 15,915 8,839 6,995

特別収入計 691,175 530,416 15,915 8,839 6,995

資産処分差額 356 1,490 194 576 1,000

その他の特別支出 375 0 0 1,966 3,149

特別支出計 731 1,490 194 2,542 4,149

690,444 528,926 15,721 6,296 2,846

825,643 421,597 △ 809,825 △ 384,515 △ 170,861

△ 656,459 △ 2,559,498 △ 180,881 △ 369,776 △ 92,559

169,183 △ 2,137,826 △ 990,707 △ 754,291 △ 263,420

（参考）

3,579,195 3,422,269 3,260,915 3,596,455 4,072,238

2,723,551 3,000,597 4,070,740 3,980,971 4,243,099

事業活動収支の経年比較

基本金組入額合計　④

当年度収支差額　⑤

事業活動収入計　①

事業活動収支

教育活動収支

収入

支出

（単位：千円）

事業活動支出計　②

教育活動外収支

収入

支出

教育活動外収支差額

基本金組入前当年度収支差額　③

経常収支差額

特別収支

収入

支出

特別収支差額
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（２）その他 

①有価証券の状況 

  本学校法人では、有価証券は所有していない。 

②借入金の状況 

③学校債の状況 

  本学校法人では、学校債は発行していない。 

借入先 期末残高（円） 利率（％） 返済期限 

(株)みずほ銀行 
横浜駅前支店 

427,411,441 1.820％ 2031年3月31日 
141,050,000 0.850％ 2033年10月31日 

2,659,996,000 1.150％ 2025年3月31日 

（単位：％） 

分　類 比 率 算式（×100％）

人 件 費
経 常 収 入

人 件 費
学 生 生 徒 等 納 付 金

教 育 研 究 経 費
経 常 収 入

管 理 経 費
経 常 収 入

借 入 金 等 利 息
経 常 収 入

基本金組入前収支差額
事 業 活 動 収 入

事 業 活 動 支 出
事 業 活 動 収 入
- 基 本 金 組 入 額

学 生 生 徒 等 納 付 金
経 常 収 入

寄 付 金
事 業 活 動 収 入

補 助 金
事 業 活 動 収 入

基 本 金 組 入 額
事 業 活 動 収 入

減 価 償 却 額
経 常 支 出

経 常 収 支 差 額
経 常 収 入

教 育 活 動 収 支 差 額
教 育 活 動 収 入 計

区 分 2020年度

(R3.3.31)
2024年度

(R7.3.31)

人 件 費 依 存 率

経

営

状

況

人 件 費 比 率

教 育 研 究 経 費 比 率

借 入 金 等 利 息 比 率

学生生徒等納付金 比率

管 理 経 費 比 率

基本金組入後収支 比率

事業活動収支差額 比率

補 助 金 比 率

寄 付 金 比 率

減 価 償 却 額 比 率

基 本 金 組 入 率

経 常 収 支 差 額 比 率

教育活動収支差額 比率

54.03%

68.30%

6.05%

26.43%

13.49%

1.32%

23.26%

64.76%

79.11%

19.32%

12.88%

-18.50%

12.27%

-4.27%

-3.48%

38.43%

9.94%

0.83%

-4.20%

101.88%

68.00%

11.49%

15.65%

-2.27%

55.07%

80.98%

12.06%

4.73%

2021年度

(R4.3.31)

13.69%

-74.79%

11.08%

-3.71%

-3.01%

61.02%

78.04%

28.58%

13.41%

0.70%

12.32%

5.03%

78.19%

15.60%

2022年度

(R5.3.31)

15.93%

-5.55%

12.81%

-25.44%

-24.69%

60.39%

80.06%

50.99%

13.30%

0.76%

-24.83%

118.27%

75.44%

3.64%

-10.28%

13.20%

-10.89%

-10.31%

2023年度

(R6.3.31)

57.63%

79.50%

42.02%

10.66%

0.58%

-10.69%

100.37%

72.50%

6.35%

16.41%
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④寄付金の状況

【特定公益増進法人】

特別寄附（一般の方より） 66,000 
特別寄附（日本私立看護系大学協会より） 100,000 
特別寄附（グループ企業より寄付） 57,000,000 

【受配者指定寄付金】 

2024年度中に配布を受けた寄付金

受配者指定寄付金（2023年度、2024年度中にグルー

プ企業より寄付） 
400,000,000 

受配者指定寄付金口座にあるため、2024年度決算には反映されない寄付金

受配者指定寄付金（グループ企業より） 223,000,000 

⑤補助金の状況

湘南医療大学、専門学校には、経常費補助金及び授業料等減免費交付金として、国・県より補助

金が交付された。その他、茅ヶ崎看護専門学校、湘南医療大学附属下田看護専門学校には、看護師

養成校として養成所補助事業に対する補助金が交付された。認定こども園には、横浜市より、子ど

も･子育て支援教育･保育給付費等認定こども園運営に関する補助金が交付された。 

（単位：円）
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⑥関連当事者等との取引の状況

ア）関連当事者について下表のとおり イ)出資会社は該当なし

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦学校間財務取引
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R02 R03 R04 R05 R06 R05-R06対比

①

23.3% 12.3% -24.8% -10.7% -4.2% 減少

②

3.9% -4.4% -5.5% -15.1% -13.8% 減少

27.5% 71.0% -22.2% -24.1% -15.9% 減少

255.7% 81.9% 75.0% 70.4% 168.4% 増加

316% 258% 218% 201% 212% 増加

③

17.0% 5.9% 5.8% 4.7% 19.5% 増加

11.1% 26.7% 28.0% 26.8% 12.1% 減少

18.2% 22.4% 22.3% 31.6% 31.6% 変化なし

24.6% 32.1% 32.3% 46.1% 46.2% 増加

④

136.4% 108.5% 82.6% 69.0% 65.4% 減少

資料2

（千円）

R02 R03 R04 R05 R06

3,843,075 3,425,420 3,051,780 2,915,055 3,110,868 -322,501 減少

3,163,240 4,269,327 4,037,835 3,971,181 3,878,227 453,879 増加

2,817,654 3,157,862 3,692,429 4,222,750 4,755,649 2,275,313 増加

資料３

回転

総資産基本金組入前当年度収支差
額比

-1.0%

基本金組入前当年度収支差額比 23.3%

総資産回転率 0.2

事業活動収入 4,072

基本金組入前当年度収支差額 -170

積立額
減価償却累計額+退職給与引当金+第2号基本金+第3号
基本金

総資産 17,447

総資産基本金組入前当年度収支差額比率関連指標    （百万円）

項目 計算式 R02-R06間傾向

運用資産 現金預金+特定資産+有価証券

外部負債 総負債ー（退職給与引当金+前受金）

令和5年度の当該率の大学平均は、71.9％であり、本学園は、平均を下回っている。減価償却累計額はR2年
からR6年度末で約７億３９百万円増加している。

※総負債には、内部負債である「退職給与引当金」及び「前受金」を算入しないことを原則とした。

運用資産及び外部負債の金額

下記の表より、運用資産は減少かつ外部負債も増加している。ただし、積立額も大幅に増加しているため、運営が安定していることを示している。

将来支出に備える保有資産の状況

積立率
運用資産(現金預金+特定資産+有価証券）/要積立額（減
価償却累計額+退職給与引当金+第2号基金+第3号基
金）

流動負債構成比率 流動負債/（総負債+純資産） 当該比率が低い方が好ましい。

当該比率が100％以下であるため、他人資金である総負債が自己資金である純資産を下回っている。

当該年度に収受している翌年度分の授業料や入学金等が、翌年度繰越支払資金たる現金預金の形で当該
年度末の保有比率が100％を超えており、問題は無い。

固定負債構成比率 固定負債/(総負債+純資産）

負債比率 総負債/純資産

総負債比率 総負債/総資産
当該比率50％以下は、負債総額が純資産を下回っていることを示す。本学園の財務安全性は確保されてい
る。

負債水準の状況

施設整備計画や手元資金の状況に比してこの比率が高い場合、経営上の留意が必要となる。

内部留保資産比率 (運用資産-（総負債)）/総資産
法人が自己資金として保有する「純資産（＝資産 − 負債）」の割合を示す。R06でやや改善していおり、資産の回復や借入
の圧縮している。今後も、寄付金、補助金等の獲得を強化して資産の増強をを図る。

運用資産余裕比率(年) (運用資産-外部負債）/経常支出
何年分の経常支出に相当する資産的余裕があるかを示す。薬学部設置後、マイナスが続くが、財務改善策が
一定程度効果が出ている。経常支出を圧縮し、安定的収入源の確保を行う。

流動比率 流動資産/流動負債
短期的な支払い能力を示す。流動資産の増加（現預金の確保）及び流動負債の減少（借入返済等）により、大
幅に改善し168.4%に回復した。今後も安定的な流動性管理を維持する。

前受金保有率 現金預金/前受金

事業活動収支差額比率 基本金組入前当年度収支差額/事業活動収入
 教育・研究などの事業活動における収支のバランスを示しています。赤字幅が改善し、回復傾向にあり、継続
的に収支改善している。

負債に備える資産の蓄積状況

経営状況

（３）経営状況の分析、経営上の成果と課題、今後の方針・対応方策

学校法人湘南ふれあい学園の経営状況の分析(過去5年間）、経営上の成果と課題
下記の財務比率は、経営状況、負債の状況、及び将来の備えに対する資産の保有状況の実施結果の分析を示している。将来支出に備える保有資産の状況は、大学平均（78.2％）とより若干低い数値となったが、現在のところ、万
一の支出の状況にも充分に耐えるだけの資産を保有している。

比率名 計算式 経営上の成果と課題（自己点検・評価）資料1
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Ⅵ 施設・設備報告 

2025年 3月現在 学校法人所有施設の所在等、主な施設設備の状況は次のとおりである。
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Ⅶ 生涯学習事業報告 

湘南医療大学看護キャリア開発コアセンターでは、看護師実習指導者講習会、認定看護管理者

（ファーストレベル、セカンドレベル）を開講した。

また、地域医療、福祉系への協力事業としては、介護系では、介護福祉士実務者研修、介護福祉

士国家試験対策講座、福祉系では、社会福祉士国家試験対策講座、社会福祉士実習指導者講習会を

開講した。  

Ⅷ 収益事業の状況 
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Ⅸ 監査報告

2024年度は、下記の監査対象校の内部監査及び監事監査を以下の通り実施した。 
【業務監査】

監査対象校 内部監査   監事監査 結果

湘南医療大学
2024年 

9月 25日 
2025年 

3月 28日 
適性な運営であるこ

とが確認された。

茅ヶ崎看護専門学校
2024年 

7月 29日 
2025年 

3月 28日 
適性な運営であるこ

とが確認された。

※監事監査はオンラインにて実施。

【会計監査】

2025年 5月 15日 公認会計士より監事 2 名が 2024年度の予算執行状況等の説明を受け、適切

な運営であることが説明された。

62



63



64



65



66



湘南医療大学 2024 年度卒業時アンケート 

アンケートの概要

○実施日：2025 年 2 月中旬

○回答者の属性について
１）学科専攻

学科専攻名 回答数 卒業生数 

看護学科 74 74 

理学療法学専攻 40 44 

作業療法学専攻 29 31 

学校全体 143 149 
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２）あなたの本学受験時の入試区分を選んでください。

①総合型

選抜(旧

AO入試) 

Ⅰ期 

②総合型

選抜(旧

AO入試) 

Ⅱ期 

学校推薦型選抜  

（旧推薦入試） 
一般入試 

大学入学共通テスト利用選抜

(旧センター試験利用入試) ⑩    

第 2志望 
③Ⅰ期 ④Ⅱ期 ⑤Ⅰ期 ⑥Ⅱ期 ⑦Ⅲ期 ⑧Ⅰ期 ⑨Ⅱ期

看護学科 20 17 23 4 6 3 3 1 0 2 

理学療法学専攻 14 4 15 4 1 4 0 0 1 3 

作業療法学専攻 10 1 8 1 6 1 1 2 0 0 

学校全体 44 22 46 9 13 8 4 3 1 5 

Ⅰ 入学時の期待 
３）本学は入学を希望していた大学でしたか。

４）学部学科専攻は希望通りでしたか。
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Ⅱ 本学における教育内容について 

５）共通教育科目（1年次の語学【英語Ⅰ等】や人文科学系【心理学・物理学・倫理学等】の基礎科目）について

６）学科専攻の専門科目について

７）臨床実習について
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８）卒業研究／看護研究について

９）国家試験対策について

Ⅲ 大学に入ってから受けた授業について 
10）理解がしやすいように教え方が工夫されていた。
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11）予習・復習など授業時間外に行うべき学習が指示される。 

 
 
12）課題等の提出物に適切なコメントが付さられて返却される。 

 
 
13）グループワークやディスカッションの機会がある。 
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14）質疑応答など、教員等との意見交換の機会がある。 

 
 
15）ティーチングアシスタントなどによる補助的な指導がある。 

 
 
 
Ⅳ 在学中の成長 
16）所属学科専攻に直結する専門職の知識技術について 
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17）将来の仕事につながるような知識・スキル・態度・価値観について

18）文献・資料を収集・分析する力について

19）論理的に文章を書く力について
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20）人に分かりやすく話す力について 

 
 
21）外国語を使う力について 

 
 
22）数理・統計・データサイエンスに関する知識・技能について 
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23）問題や課題に対して自ら行動する力（主体性）について 

 
 
24）科学的根拠（学んだ知識）に基づき問題解決に取り組む姿勢について 

 
 
25）他の職種と連携して取り組む力について 
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26）様々な他者とのコミュニケーションを通じ良好な関係を築く力について 

 
 
27）幅広い教養について 

 
 
28）高い倫理観（社会生活を送る上での決まりごとや守るべき道理）について 
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29）異なる文化に関する知識・理解について 

 
 
30）専門職就職後にも自己研鑽に努める覚悟や姿勢について 

 
 
 
Ⅴ 本学における就職支援について 
31）就職支援に満足していますか。 
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32）最終的な卒業後の進路（就職・進学等）に満足していますか。

Ⅵ キャンパスライフについて 
33）本学在学中、力を入れた活動を選んでください。（複数回答可）

34）コロナ禍の中、あなたにとって大きな影響を受けたものを選んでください。（複数回答可）
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35）本学在学中に経験したことについて 
・インターンシップについて（5日間以上） 

 
 
36）本学在学中に経験したことについて 

・海外留学・海外研修（短期も含む） 

 
 
37）本学在学中に経験したことについて 

・主に英語で行われる授業の履修（語学科目を除く） 
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38）食堂について 

 
 
39）売店について 

 
 
40）自動販売機について 

 
 
 
 
 
 
 
 

80



Ⅶ 総合的な評価について 
41）入学前と比較して『湘南医療大学は良い大学だ』という思いは強まりましたか。 

 
 
42）あなたが 4年間で『専門職に就く覚悟やモチベーション』が最も高まった科目は何ですか。 

 
 

科目名 件数 科目名 件数 科目名 件数
臨地実習 15 臨床実習 8 臨床実習 7
成人看護学実習 8 総合臨床実習 6 解剖学 5
統合実習 7 解剖学 5 司法精神科作業療法 3
チーム医療論 4 検査測定学 2 作業技術学Ⅱ(陶芸・織物) 1
成人看護学 4 評価学実習 2 コミュニケーション論 1
人体の構造・機能 2 理学療法特論Ⅰ 2 倫理学 1
母性看護学 2 総合臨床実習Ⅰ 2 総合臨床実習 1
老年看護学 2 解剖学実習 1 作業技術学 1
基礎看護学 2 ウーマンズヘルスケア 1 OT専門科目 1
看護倫理 1 徒手療法 1 生命倫理学 1
小児看護学 1 基礎運動学 1
看護過程 1 先生方のそれぞれの専門科目 1
小児看護学概論 1 呼吸・循環系理学療法学 1
実践看護論Ⅰ（がん看護） 1 物理療法学 1
看護学概論 1 理学療法特論 1
特筆すべきものは無し 1
基礎看護学実習 1
精神看護学実習 1

看護学科 理学療法学専攻 作業療法学専攻
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43）あなたが 4年間で『湘南医療大学でこの科目を受講できて良かった』と思う科目は何ですか。 

 

 
 
Ⅷ 大学での学び全体の振り返り 
44）卒業時までに身に付けるべき知識や能力を意識して学修している。 

 
 
 
 

科目名 件数 科目名 件数 科目名 件数
人体の構造・機能 14 解剖学 7 司法精神科作業療法 5
臨地実習 8 臨床実習 4 臨床実習 3
チーム医療論 4 チーム医療論 4 解剖学 3
基礎看護学 3 検査測定学 3 倫理学 2
レクリエーションスポーツ 3 スポーツ理学療法学 2 作業療法学総合講義 1
統合実習 3 解剖学実習 2 義肢装具学 1
母性看護学 3 徒手療法 1 障害者スポーツ 1
看護研究 3 理学療法特論Ⅱ 1 生命倫理学 1
倫理学 2 リハビリテーション工学 1 解剖学実習 1
障害者スポーツ 1 呼吸・循環系理学療法学 1 実習前に校内で模擬実習 1
成人看護学実習 1 脳神経外科学 1
哲学 1 義肢装具学Ⅰ 1
老年看護学実習Ⅰ 1 義肢装具学 1
看護倫理 1 整形外科学 1
その他（補完療法） 1 卒業研究 1
心理学 1 総合臨床実習Ⅰ 1
実践看護論Ⅳ（ウィメンズヘルス） 1 理学療法特論Ⅰ 1
看護基礎ゼミ 1 臨床薬理学 1
病態学 1
地域看護学実習 1
成人看護学 1
成人看護学実習(急性期) 1
老年看護学 1
国試対策 1
精神看護学実習 1
実践看護論Ⅰ（がん看護） 1

看護学科 理学療法学専攻 作業療法学専攻
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45）授業アンケート等の学生の意見を通じて大学教育が良くなっている。 

 
 
46）教職員が熱心に教育に取り組んでいる。 

 
 
47）大学の学びによって成長を実感している。 

 
 
 
 
 
 
 
 

83



48）本学に対するご意見や改善点があれば具体的にご記入ください。（自由書式）

意見 件数 

事務からの連絡を早くして欲しい。 2 

トイレの手洗い場の反応が悪いです。直して欲しいです。 2 

就職支援をもっとしっかりやってほしい。 1 

併願の有無などチューター間で統一してほしい。無理にふれあいを勧めすぎないで欲しい。チューターが気にかけてくれる先
生とそうでない人と差が激しい。 

1 

先生たちが優しくてこの学校でよかったです。 1 

前年度のスケジュールや連絡予定日など教えてほしい。 1 

維持費が高いのに勉強環境や設備が全然維持できていないと感じる。 1 

昼休みに利用できる場所、椅子や机を増やすといいとおもいました。 1 

事務が伝えたことを一切改善してくれない。3.4 回言いに行かないと動いてくれない。 1 

売店の食品の種類がなさすぎる。 1 

４年間いろんな先生方にお世話になりましたが、４年生が一番多くの先生の世話になったと思っています。４年間ありがと
うございました。 

1 

椅子の背もたれが壊れすぎていて危ないです。 1 

夕方以降の図書室が少し暗くて勉強しにくいです。 1 

エアコンが自動で切れるため、冬場国試対策で勉強して集中している時に寒くて集中が途切れることがかなりストレスでし
た。 

1 

教員間での伝達、学生への伝達を早くして頂きたい。 1 

暖房の導入を早めて頂き、また、温度をあげられるようにして欲しい。昨今、気温が下がっているためあまりにも寒い。床がタ
イルであることから冷えやすい。

1 

全体的に教員の態度が悪い部分もあると思います。生徒が主体で動くことも大切だと思いますが、4 年生の国家試験の
対策時には、生徒が聞きに行ったりしない限りほとんど放置です。（一部の教員のみ）ストレスの溜まる環境と成りかねな
いため改善した方がいいと思う。 

1 

給水機をもっと置いて欲しい。 1 
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